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2  1  7 日 本 山 岳 会

日

1961年 10月

イ
ン
ド
に
於
け
る

最
近
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

イ
ズ
ム

松
田
　
雄

一

イ
ン
ド

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
学
校
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
は
会
報
二
〇

一
号
に

「
イ
ン
ド

ｏ
登
山
学
校
と
当
会
と
の
間

の
最
近
に
お
け
る
交
流
」
と
題
し
て
紹

介
し
て
お
い
た
が
、
そ
の
後
も
駐
日
イ

ン
ド
大
使
館
付
武
官
Ａ

・
Ｎ

ｏ
カ
ン
ナ

大
佐
の
在
任
中
は
、
同
氏
の
お
骨
折
に

よ
り
密
接
な
交
流
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い

た
。
そ
し
て
そ
の
間
の
幹
旋
に
よ
り
日

本
製
装
備

一
式
を
寄
贈
し
て
感
謝
さ
れ

た
こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
て
昨
年
十

一
月
十
七
日
、
日
高
会

長
は
、
ネ
パ
ー
ル
電
源
開
発
調
査
行
の

帰
途
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
登

山
学
校

（口
【口
”ｒ
Ｘ
●
〓
８
●
Ｓ
Ｆ
８

〓。●
∞
Ｈ房
摯
二
①
略
称
Ｈ
・Ｍ
ｉ
）
を
訪

門
さ
れ
た
。
た
ま
た
ま
ギ
ャ
ン
シ
ン
校

長
は
ボ
ン
ベ
イ
に
講
演
旅
行
に
で
か
け

て
お
り
、
又
技
術
指
導
主
任
の
テ
ン
ジ

ン
も
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
・
コ
ー
ス
の
一
行

を
率
い
て
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
が
山
麓

の
ゾ
ン
リ
に
で
か
け
て
お
り
、
面
会
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
留
守
番

の
人
の
よ
さ
そ
う
な
シ
ェ
ル
パ
の
案
内

で
同
校
の
博
物
館
を
見
学
し
て
こ
ら
れ

た
。
そ
し
て
そ
の
際
、
同
校
ベ
ー
シ
ッ

ク

・
コ
ー
ス
の
規
則
書
、
入
校
申
込
書

健
康
診
断
書
の
様
式
、
Ｈ
・Ｍ
。Ｉ
の
ニ

ュ
ー
ス
ｏ
レ
タ
ー
、
イ
ン
ド

・
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
隊
の
ブ
リ
ー
フ
●
レ
ポ

ー
ト

（
ス
ポ
ン
サ
リ
ン
グ
・
コ
ミ
ツ
テ
イ
ー
刊
）

等
を
入
手
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
の
で
、
簡

単
に
紹
介
し
、
併
せ
て
最
近
に
お
け
る

イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
活
動
を
の

ぞ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

Ｈ
・Ｍ
ｏＩ
は
一
九
五
四
年
十

一
月
四

日
に
開
校
さ
れ
た
が
、
最
近
に
至
る
ま

で
、
同
校
の
活
動
状
況
を
報
ず
る
公
式

の
資
料
は
何
も
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
コ
ー
ス

を
修
了
し
た
卒
業
生
も
横
の
連
絡
が
と

れ
ず
、
各
地
に
分
散
し
て
い
る
だ
け
の

状
況
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
卒
業
生
の

声
も
あ
っ
て

回
Ｌ
ゃ
Ч
８
【】Ч
Ｚ
の１
∽

Ｆ
①諄
①【
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
、　
一

九
五
九
年
六
月
に
第

一
号
、　
一
九
六
〇

年

一
月
に
第
二
号
、
同
年
六
月
に
第
二

号
が
刊
行
さ
れ
、
第
四
号
も
既
に
刊
行

さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ス
・
レ
タ
ー
の
内
容
を
み
る

と
、
同
校
の
建
物
、
博
物
館
、
図
書
館

保
有
装
備
の
状
況
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
コ

ー
ス
及
び
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
・
コ
ー
ス
の

状
況
、
寄
贈
品

（
こ
の
中
に
は
、
日
本

山
岳
会
が
寄
贈
し
た
装
備
品
も
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
）
ベ
ー
シ
ッ
ク

・

コ
ー
ス
は
既
に
三
二
回
の
講

座

を
も

ち
、
四
六
五
名
の
卒
業
生
を
送
り
だ
し

て
い
る
。
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
・
コ
ー
ス
の

方
も
、
各
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
コ
ー
ス
課
程

修
了
者
の
中
か
ら
四
２
六
名
を
選
抜
し

て
、
毎
年
二
四
名
を
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し

て
い
る
。

こ
う
し
て
養
成
さ
れ
た
イ
ン
ド
の
登

山
家
達
の
最
近
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
い

も
の
が
あ
る
。
Ｈ
ｏＭ
・Ｉ

の
卒
業
生
た

ち
は
、
イ
ン
ド
の
各
州
に
ク
ラ
ブ
を

つ

く
り
、
大
学
の
山
岳
会
を

つ
く

っ
て
い

る
。
そ
し
て
最
近
は
こ
う
し
た
ク
ラ
ブ

単
位

の
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
さ
か

ん
に
な
り
、
イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

も
地
に
つ
い
て
き
た
感
じ
が
す
る
。
そ

こ
で
こ
の
機
会
に
こ
こ
に
至
る
迄
の
イ

ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
史
を
眺
め
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
パ
但
し
一
九
五
七
年
以

前
の
も
の
に
は
資
料
乏
し
く
洩
れ
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
こ
の
点
御
寛
容
載
き
た
い
）

一
九
五

一
年

○

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

で
イ
ン
ド
陸
軍
大
学
の
ス
タ

ッ
フ
で

あ

っ
た

”
・
〇
お
①暑

８
鮎
と

の
日

鮎
〓

∽
Ｆ
∞
ｒ

は
イ
ン
ド
隊
初
の

七
、
○
○
Ｏ

ｍ
峰
登
山
に
成
功
、
六

月
二
三
日
、
ダ

フ

・
ト
ン
ド
ゥ
ッ
プ

を
伴
い
ト
リ
ス
ル

（
七
三

二
〇

ｍ
）

の
第
二
登
を
行
な

っ
た
。

一
九
五
二
年

○
ベ
ン
ガ
ル
エ
兵
聯
隊

（厠
８
的
”
【
∽
”

Ｕ
Ｕ
①
『∽）
の
将
校
達
は
英
人

ハ
ロ
ル

ド

●
ウ
イ
リ
ア
ム
ス

（ｒ
ｌ
の
８
０
８
】

∽
専

〓
・
ョ
〓
す
日
∽
）
パ
・Ｕ
・”

に
率

い
ら
れ
て
カ
メ
ッ
ト
を
試
登
し
、
グ

ル
デ
ィ
ア
ル
ｏ
シ
ン
は
頂
上
直
下
二

〇
〇
ｍ
の
地
点
に
ま
で
達
し
た
。

一
九
五
三
年

○
”
Ｚ
・
Ｚ
詳
ｏ
【ｏ

他
三
名
よ
り
な
る

隊
は
、
五
月
六
日
、
パ
ン
チ
・
チ
ュ

リ

（六
、九
〇
三
ｍ
）

の
初
登
頂
に

成
功
。

Ｏ
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
に
率
い
ら
れ
た
ベ
ン

ガ
ル
エ
兵
聯
隊
の
登
山
隊
は
再
び
カ

メ
ッ
ト
を
め
ざ
し
た
が
、
雪
の
状
態

悪
く
ヵ
メ
ッ
ト
は
断
念
、
第
五
キ
ャ

ン
プ
よ
リ

ア
ビ

●
ガ
ミ
ン

（
七
、
三

五
五
ｍ
）
に
方
向
を
変
え
、
Ｚ
。∪
。

「”Ч
”ｒ
　
”
の】Ｂ
げ
”
）
「
〇
【”●
　
∽
】●
”
Ｆ

の
三
名
は
、
南
側
か
ら
の
新
登
路
に

よ
る
登
頂
を
行

っ
た
。

一
九
五
四
年

○
ア
ラ
ハ
バ
ー
ト

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ｏ
マ

ウ
ン
テ
ィ
ニ
ア
リ
ン
グ

・
ク
ラ
ブ
の

∽
「
・
＞
∞
鶴
１
２

他
三
名
、
五
２
六

月
ガ
ン
ゴ
ト
リ
地
方
を
探
査
。

Ｏ
ア
グ
ラ
大
学
の

∪
【・
〓
あ
・
〓
”ロ

等
ス
ピ
ッ
テ
ィ
地
方
を
科
学
調
査
。

○
グ
ル
デ
ィ
ア
ル
ｏ
シ
ン
を
隊
長
と
す

る

一
隊
は
カ
イ
ラ
ス
周
辺
に
入
り
、

シ
ラ
・
カ
ン
（
五
、
八
七
三
ｍ
）
の
第

二
登
を
な
し
た
。

一
九
五
五
年

Ｏ
Ｈ
・Ｍ
ｏＩ
と
ベ
ン
ガ
ル
エ
兵
聯
隊
山

岳
会
と
は
合

同

し

て
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
の
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
ｏ
コ
ー

ス
と
し
て
Ｎ
・Ｄ
・
ジ
ャ
ヤ
ー
ル
少
佐

以
下

一
〇
人
の
遠
征
隊
を
ヵ
メ
ッ
ト

(1)
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（
七
、
七
五
七
ｍ
）
に
送
り
、
カ
メ
ッ

ト
の
第
二
登
に
成
功
。

一
九
五
六
年

Ｏ
Ｈ
ｏＭ
ｉ

の
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
・
コ
ー

ス
隊
は
、
Ｎ
ｅＤ
。
ジ
ャ
ヤ
ー
ル
少
佐

を
隊
長
と
し
て
カ
ラ
コ
ル
ム
の
サ
セ

ー
ル
ｏ
カ
ン
タ
（
七
、七
六
二
ｍ
）
に

向

っ
た
が
、
そ
の
登
頂
に
は
失
敗
し

た
。
し
か
し
乍
ら
隣
接
す
る
∽
”Ｆ
”
∞

「
８
Ｆ

（七
、
三
六

一
ｍ
）

の
初
登
頂

に
は
成
功
し
た
。

Ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
ボ
ン
ベ
イ
支

部
の

パ
①〓

『
・
ω
“
胴
Ｆ
Ｆ
は
西
ド

イ
ツ
か
ら
き
た
二
人
の
登
山
家
ヒ
ー

バ
ー
兄
弟
と
ガ
ル
フ
ル
の
ト
リ
ス
ル

に
向
い
、
六
月

一
三
日
、
ブ
ン
シ
ャ

ー
と
ガ
ル
ツ
ェ
ン
に
よ
リ
ト
リ
ス
ル

第
五
登
に
成
功
。
更
に
ヒ
ー
バ
ー
兄

弟
は
二
人
の
シ
ェ
ル
パ
を
つ
れ
て
夜

間
登
山
を
試
み
、
六
月

一
七
日
早
朝

第
六
登
に
成
功
し
た
。

一
九
五
七
年

Ｏ
Ｈ
ｏＭ
ｏＩ
の
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
・
コ
ー

ス
隊
、
ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
に
向
い
頂

上
直
下
に
達
す
る
も
失
敗
。

一
九
五
八
年

Ｏ
Ｈ
。Ｍ
。Ｉ
の
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
ｏ
コ
ー

ス
隊
、
五
月

一
五
日
、
つ
い
に
八
、○

○
○
米
峰
の
一
つ
チ
ョ
ー

・
オ
ュ
ー

の
第
二
登
を
果
し
た
。
（こ
の
隊
に
つ

い
て
は
会
報
二
〇
一
号
三
―
四
頁
に
詳
述

０
０
”
ｕ
け。
Ｚ
・
パ
ｃ
日
”
【
を
リ
ー
ダ
ー
と

す
る

＞
【曰
く
”●
ユ
Ｚ
”く
Ч
同
ｘ
り
の
針

Ｌ
ｏ
Ｐ

ト
リ
ス
ル
に
向
い
、
六
月
四
日

ｒ
≧

【Ｏｒ
Ｓ
と
シ
ェ
ル
パ
の
ニ
マ
は

ト
リ
ス
ル
の
第
七
登
に
成
功
し
た
。

〇
〇
ｃ
ａ
ュ

∽
〓
∞
ｒ

（
一
九
五

一
年
の

ト
リ
ス
ル
登
頂
者
）
を
リ
ー
ダ
ー
と

す
る
三
名
の
登
山
隊
は
二
名
の
ガ
ル

フ
リ

●
ポ
ー
タ
ー
を
伴
い
、
六
月

一

九
日
、
ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
南
稜
上
に

あ
る
。
ム
リ
グ
ト
ゥ
ニ
峰

（く
喘置
計

ｃ
ュ

六
、八
五
五
ｍ
）
の
初
登
頂
に
成

功
し
た
。

一
九
五
九
年

Ｏ
Ｈ
。Ｍ
ｏＩ
の
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
・
コ
ー

ス
膨
い
は
　
「
【①
”
く
①【①∽計　
∪
Ｘ
り
①針
Ｌ

ｏ
い

と
称
し
て
翌
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
登
山
に
備
え
て
偵
察
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行

っ
た
。
　
　
　
‐

Ｏ
Ｆ
∽Ｔ
ｒ
・
〓
あ
・
パ
ｏ
Ｆ
ｒ
を
リ
ー
ダ

ー
と
す
る

＞
口

Ｚ
”く
”【
同
ｘ
り
＆
〓

ｏ
ｐ
は
五
月
二
五
日
、　
ナ
ン
ダ
コ
ー

ト
（
六
、八
六
七
ｍ
）
の
第
二
登
に
成

功
し
た
。

０
）Ｈ●
針
”ｐ
＞
【Ｂ
Ч
卿
①∞
ぃＢ
①●
け
ｏ
、
＞

諄
〓
①【ヽ

∽
［①”日

の
０
”り
計・
『”∞
」】計

∽
〓
∞
ｒ
を
リ
ー
ダ
ー
と
と
す
る
六
人

の
登
山
隊
は
バ
ン
ダ
ル
プ
ン
チ
一
峰

（黒
峰
六
、
三
八
八
ｍ
）
を
攻
撃
、
六

月
七
日
二
人
の
隊
員
は
一
人
の
シ
ェ

ル
パ
を
伴
い
、
第
二
登
に
成
功
。
翌

八
日
、
他
の
三
隊
員
と

一
シ
ェ
ル
パ

も
第
二
登
を
果
し
た
。

○
＞
■

ｏ
ｏ
８
８
””
鮎
①♂

∽
・Ｚ
・
Ｏ
ｏ
ヽ
一

を
隊
長
と
す
る

Ｈい
鮎
ご
”
＞
〓

『
Ｏ
【

８

国
ｘ
ｕ
＆
〓
ｏ
い

は

一
〇
月

一
七
日

チ
ャ
ウ
カ
ン
バ

（
七
、
一
三
八

ｍ
）
の

第
二
登
に
成
功
。

○

ア
ラ
ハ
バ
ー
ド
大
学
山
岳
会
は
ポ
ス

ト

・
モ
ン
ス
ー
ン
に
ナ
ン
ダ

・
コ
ー

ト
の
第
二
登
を
企
図
せ
る
も
悪
天
候

の
た
め
失
敗
。

一
九
六
〇
年

○
刀
”
Ｂ
①
∽，
Ｏ
Ｆ
薄
①
ユ
①
①
を
リ
ー
ダ
ー

と
す
る
七
人
よ
り
な
る
カ
ル
カ
ッ
タ

の
登
山
隊
は

パ
ト
●
針

「
”
∽∽
を
経

由
し
て
、
ゴ
ム
ク
と
バ
ド
リ
ナ
ー
ス

の
間

の
地
域
を
探
査
し
た
。

○
ク
マ
オ
ン

ｏ
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
リ
ン
グ

ｏ
ク
ラ
ブ
は

”
・０
。
”
Ｆ
諄

を
リ
ー

ダ
ー
と
す
る
登
山
隊
を
ナ
ン
ダ

・
グ

ン
チ
ヘ
送

っ
た
。

○
ジ
ャ
バ
ル
プ
ー
ル
大
学
山
岳
会
は
ポ

ス
ト

・
モ
ン
ス
ー
ン
に
カ
ブ
ル
ー
地

区

へ
登
山
隊
を
派
遺
し
た
。

○

ロ
バ
ー

ッ
大
佐
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

英

・
印

・
ネ

パ

ー

ル
合

同

軍

人

登
山
隊

（∽
①
コ
ざ
①
　
聾
日
”
Ｆ
Ч
器

同
ｘ
り
①
針
Ｌ
ｏ
・
）
は
五
月

一
七
ロ
ア
ン

ナ

・
プ
ル
ナ
Ⅱ
峰
の
登
頂
に
成
功
し

た
が
、
こ
の
隊
の
中
に
は
バ
ン
ダ
ル

プ
ン
チ
の
登
頂
者
、
ジ
ャ
ジ
ッ
ド

ｏ

シ
ン
大
尉
や
、
Ｈ
ｏＭ
ｏＩ
出
身
者
、

Ｐ
シ
ャ
ム
シ
ェ
ル

・
ラ
ナ
大
尉
等
も

含
ま
れ
て
い
た
。

○

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

イ
ン
ド
で
初
め
て
の
国
家
的
規
模
を

も

つ
登
山
隊
で
あ
り
、
隊
員
二
〇
名

シ
ェ
ル
パ
六
〇
名
、
ポ
ー
タ
ー
六
〇

〇
人
と
い
う
規
模
は
世
界
最
大
の
登

山
隊
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
隊
は
こ

の
一
〇
年
間
に
発
展
し
た
イ
ン
ド
登

山
界
の
実
力
を
世
に
問
う
べ
き
、
国

の
名
誉
を
か
け
て
の
登
山
隊
で
も
あ

っ
た
。事
実
、隊
の
進
渉
状
況
は
た
え

ず
無
電
で
ニ
ュ
ー

・
デ
リ
ー
に
送
ら

れ
ニ
ュ
ー

・
デ
リ
ー
政
府
か
ら
発
表

さ
れ
て
い
た
の
を
み
て
も
わ
か
る
。

こ
の
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
単
に

Ｈ
。Ｍ
・Ｉ
の
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
・
コ
ー

ス
と
い
っ
た
意
味
で
は
な
く
、
全
イ

ン
ド
を
代
表
す
る
テ
ィ
ー

ム
で
あ

り
、
隊
の
経
費
等
は

Ｚ
力
¨
「
〓
巨
ｖ

Ｈ・０
・∽
を
チ
ェ
ア
。
マ
ン
と
す
る
強

力
な
ス
ポ
ン
サ
リ
ン
グ

・
コ
ミ
ッ
テ

ィ
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
た
。
隊
の

構
成
を
み
る
と
、
Ｈ
・Ｍ
・Ｉ
の
ギ
ャ

ン
シ
ン
校
長

（∪
Ｌ
∞
・
Ｏ
Ч
”ｐ
∽
〓
∞

Ｆ
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
、　
隊
長
代
理

に
は
一
九
五
六
年
ト
リ
ス
ル
隊
の
隊

長
で
あ
り
、　
一
九
五
八
年
の
チ
ョ
ー

オ
ュ
ー
で
は
Ｎ
・Ｄ

ジ
ャ
ヤ
ー
ル
が

た
お
れ
た
後
の
指
揮

を
と

っ
た
、

バ
。「
・
∪
目
∽Ｆ
Ｆ
が
推
挙
さ
れ
た
。

こ
の
他
に
チ
ャ
ウ
カ
ン
バ
と
ニ
ル
カ

ン
タ
の
経
験
を
も
つ
『
〓
。‐ｒ
。Ｚ
ぁ
・

”
訂
∞
１
”
ロ
ュ
Ｌ

九
五
八
年
の
バ
ン

ダ
ル
プ
ン
チ
と
五
九
年
の
ム
リ
グ
ト

ウ
ニ
の
経
験
を
も
つ

”
・
く
寿
８
Ｂ

∽
〓
∞
ｒ
の
経
験
者
、　
一
九
五
三
年
に

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
の
高
所
で
経
験
し
た

シ
ェ
ル
バ
で
現
在
Ｈ
ｏＭ
・Ｉ
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
つ
と

め
て

い
る

ダ

・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
、
ア
ン
ｏ
テ
ン
バ
、

ナ
ワ
ン
・
ゴ
ン
プ
を
含
み
、
残
り
の

隊
員
も
気
象
観
測
を
担
当

し
た
イ

ン
ド
気
象
庁
の

∽
・Ｃ
・
∽
Ｆ
ｐ
ｒ
』

卿
８

を
除
き
、
全
員

が
Ｈ
。Ｍ
ｉ

の

同
Ｘ
ぁ
言
鮎
①ュ

で
あ
り
、
し
か
も

こ
の
中
八
名
は
前
年
の
プ
レ
ｏ
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

・
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
参
加
し
、
準
備
と
偵
察
に
当

っ
て

お
り
、
こ
の
中
に
は
チ
ョ
ー

・
オ
ュ

ー
登
頂
者
で
あ
る

∽
ｏ
日
日
〇
ゝ
一∽ｏ

も
含
ま
れ
て
い
た
。

エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
二
月
二
〇

日
ニ
ュ
ｌ

ｏ
デ
リ
ー
で
結
成
さ
れ
、

二
月
六
日
ジ
ャ
イ
ナ
ガ
ル
よ
リ
キ
ャ

ラ
ヴ
ァ
ン
を
開
始
し
た
。
四
月
二
三

日
に
パ
ン
ボ
チ
ェ
に
ア
ク
ラ
イ
マ
テ

ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・キ
ャ
ン
プ
を
建
設
、

以
後
二
週
間
に
亘
り
高
度
馴
化
訓
練

を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
は
英
国
隊
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

か
く
し
て
四
月
五
日
ベ
ー
ス
ｏ
キ
ャ

ン
プ
建
設
、
一
〇
日
Ｃ
ｏＩ
、
一
五
日

Ｃ
ｏⅡ
、　
一
七
日
高
度
二
一
、
二
〇
〇

眠
一の
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
・
ク
ー
ム
に
ア

ド
ヴ
ァ
ン
ス
ｏ
ベ
ー
ス
た
る
Ｃ
ｏⅢ
を

建
設
、
四
月

一
九
日
よ
リ
ロ
ー
フ
ェ

フ
ェ
ー
ス
の
登
路
開
始
が
行
わ
れ
、
五

月
二
日
二
四
、○
○
○
只
に
Ｃ
・Ｖ
、

五
月
九
日
に
は
サ
ウ
ス
・
コ
ル
に
到

達
、
全
員
Ｂ
ｏＣ
及
び
Ａ
ｏＢ

へ
休
養

(2) -2∠2-



に
降
り
頂
上
攻
撃
に
備
え
た
。
こ
う

し
て
彼
ら
は
イ
ン
ド
気
象
台
か
ら
の

モ
ン
ス
ー
ン
に
関
す
る
情
報
を
待
機

し
五
月
二
十

一
日
ア
ン
ダ
マ
ン
海
に

モ
ン
ス
ー
ン
が
発
生
し
、
六
月
二
日

頃
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
地
区
に
到
達
す
る

見
込
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
き
い
て
後
、

直
ち
に
頂
上

へ
向
い
進
発
し
た
。
登

頂
隊
は
シ
ェ
ル
パ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
二
と
三
名

よ
り
な
る
も
の
を
三
隊
予
定
し
て
い

た
が
、
こ
の
時
に
な
っ
て
有
力
な
ロ

ー
プ

●
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ダ

・
ナ
ム

ギ
ャ
ル
が
急
に
病
気
に
な
っ
た
の
で

二
隊
に
変
更
し
、
第

一
隊
、
ナ
リ
ン

ゴ
ン
プ
、
ソ
ー
ナ

ム
・
ギ

ャ

ッ
ツ

ォ
、
ナ
レ
ン
ド
ラ

●
リ
マ
ー
ル
、
第

二
隊
、
ア
ン
・
テ
ン
バ
、　
Ｍ
ｏＳ

コ

ー
リ
、
Ｃ
●Ｐ

ヴ
ォ
ー
ラ
の
各
三
名

を
以
て
編
成
、
五
月
二
五
日
、
二
七

△
〓
　
　
　
　
　
　
生
ロ

近
時
、
海
外
登
山
計
画
の
輻
槙
振
り
を

見
る
と
、
日
本
山
岳
会
内
で
事
前
に
調
整

を
行
っ
た
方
が
良
い
場
合
が
多
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
来
る
昭
和
汁
七
年
度
、
国
際

ス
ポ
ー
ツ
行
事
用
外
貨
枠
の
割
当
を
受
け

よ
う
と
し
て
、
考
慮
さ
れ
て
い
る
海
外
登

山
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
る
十
月
十

五
日
迄
に
必
ず
日
本
山
岳
会
に
到
着
す
る

よ
う
御
送
付
下
さ
る
よ
う
御
願
い
致
し
ま

す
。
昭
和
汁
六
年
九
月
十
五
日

社
団
法
人
　
日
本
山
岳
会
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各

位

日
の
両
日
登
頂
を
決
行
す
る
こ
と
に

し
た
。
第
二
隊
に
予
定
さ
れ
て
い
た

Ａ
・Ｂ

ジ
ュ
ン
ガ
ル
フ
ラ
に
は
サ
ウ

ス
・
コ
ル
に
於
け
る
登
頂
隊
サ
ポ
ー

ト
と
い
う
登
頂
と
同
様
に
重
要
な
任

務
が
与
え
ら
れ
た
。
か
く
し
て
三
二

日
に
Ｃ
。Ｖ

に
入
っ
た
第

一
登
頂
隊

は
、
二
三
日
サ
ウ
ス
一
コ
ル
の
Ｃ
。Ⅵ
、

二
四
日
Ｃ
・Ⅶ

へ
と
順
調
に
入
っ
た

が
二
五
日
の
登
頂
決
行
日
は
強
風
と

悪
天
の
た
め
登
頂
で
き
ず
、
多
く
の

苦
難
の
後
二
八
、
三
〇
〇
限
に
達

し

て
サ
ウ
ス
・
コ
ル
に
引
返
し
た
。
以

後
降
雪
が
続
き
、
山
の
状
態
が
危
険

に
な
っ
た
の
で
、
ギ
ャ
ン
・
シ
ン
隊

長
は
撤
収
を
指
令
し
、
五
月
二
七
日

に
は
Ｂ
。Ｃ

へ
と
下
山
し
た
。
か
く
し

て
第

一
回
の
イ
ン
ド

・
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
登
山
隊
は
頂
上
を
目
前
に
見
な
が

ら
失
敗
に
き
し
、
六
月
三
日
ナ
ム
チ

ェ
・
バ
ザ
ー
ル
ヘ
引
か
え
し
、
ヵ
ト

マ
ン
ズ
ヘ
と
下
山
し
た
の
で
あ
る
。

た
ま
た
ま
、
北
面
ノ
ー
ス
・
コ
ル
よ

り
中
共
の
登
山
隊
が
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

を
攻
撃
し
二
五
日
の
未
明
午
前
二
時

に
登
頂
、
天
候
悪
化
の
直
前
に
懸
案

の
偉
業
を
な
し
と
げ
た
の
で
、
イ
ン

ド
隊
の
功
績
は
す
っ
か
り
陰
を
ひ
そ

め
て
し
ま
っ
た
が
、
正
攻
法
を
以
て

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
作
戦
を
展
開
し
、

少
し
の
危
惧
も
な
く
二
八
、
三
〇
〇

唄
迄
達
し
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
戦

後
誕
生
し
た
イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
イ

ズ
ム
が
、
十
年
間
と
い
う
極
め
て
短

時
日
の
間
に
、
欧
米
の
先
進
国
に
比

し
て
少
し
も
遜
色
な
い
ま
で
に
生
長

し
た
こ
と
を
何
よ
り
も
よ
く
物
語

っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
う
し
た
イ
ン
ド
登
山
界
の

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
な
し
て
い
る
Ｈ
ｏＭ
・

Ｉ
の
業
績
を
忘
れ
る
こ
と

は

で
き

な

い
。
現
在

Ｈ
。Ｍ
・Ｉ

に
は

一
九
五
八

年
、
チ
ヨ
ー

・
オ
ュ
ー
で
病
死
し
た
Ｎ
ｅ

Ｄ
ジ
ャ
ヤ
ー
ル
少
佐
を
記
念
す
る
ジ
ャ

ヤ
ー
ル
記
念
基
金
が
あ
り
こ
の
総
額
が

一
二
〇
〇
〇
ル
ピ
ー

（約
九
十
万
円
）

に
達
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
を
語
る
上
に
、　
Ｎ
ｅＤ

ジ
ャ
ヤ

ー
ル
少
佐
の
功
績
は
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

一
九
六

一
年
プ
レ
　
モ
ン
ス
ー
ン
に

は
、　
一
昨
年
ナ
ン
ダ

・
コ
ー
ト
登
頂
に

成
功
し
、
昨
年
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
で
活

躍
し
た
Ｍ
ｏＳ

コ
リ
ー
を
隊
長
と
す
る

強
力
な
登
山
隊
が
、
中
央
ネ
パ
ー
ル
の

未
踏
峰
ア
ン
ナ
プ

ル
ナ
Ⅲ
峰

（
七
、五

七
六
ｍ
）
に
向
い
、
五
月
六
日
、
天
候

を
巧
み
に
掴
ん
で
、
隊
員
二
名
、
シ
ェ

ル
パ
ニ
名
に
よ
り
初
登
頂
に
成
功
し
た

と
外
電
が
伝
え
て
い
る
。　
こ
れ
は
七
、

五
〇
Ｏ
ｍ
以
上
の
初
登
頂
ピ
ー
ク
と
し

て
は
、
イ
ン
ド
隊
初
の
快
挙
で
あ
り
、

イ
ン
ド
登
山
界
の
実
力
を
世
に
問
う
の

に
十
分
な
も
の
で
あ
る
。

更
に
ガ
ル
ワ
ル
に
残
さ
れ
た
難
峰
、

ニ
ル
カ
ン
タ
に
向
っ
た
他
の
一
隊
も
六

月

一
三
日
、

Ｏ
ｏＰ

シ
ャ
ル
マ
他
に
よ

り
そ
の
登
頂
に
成
功
し
た
と
外
電
が
伝

え
て
い
る
。

イ
ン
ド
隊
に
よ
る
、
登
頂
ピ
ー
ク
も

ト
リ
ス
ル
、
パ
ン
チ

・
チ
ュ
リ
、

ア
ビ

ガ
ミ
ン
、
ヵ
メ
ッ
ト
、
セ
ー
カ
ン

・
ピ

ー
ク
、
チ
ョ
ー

・
オ

ュ
ー
、
ム
リ
グ
ト

ゥ
ニ
、
ナ
ン
ダ

・
コ
ー
ト
、
チ
ャ
ウ
カ

ン
バ
、
バ
ン
ダ
ル
プ
ン
チ
、　
ア
ン
ナ
プ

ル
ナ
Ⅲ
峰
、　
ニ
ル
カ
ン
タ
と
十
指
を
越

え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
こ
の
中
、

七
五
〇
〇
を
越
え
る
ピ
ー
ク
は
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
Ⅲ
峰
だ
け
で
、
他

の
初
登
頂
ピ

ー
ク
、
パ
ン
チ

・
チ
ュ
リ
、　
ニ
ル
カ
ン

タ
、
セ
ー
カ
ン

・
ピ
ー
ク
、
ム
リ
グ
ト

ゥ
ニ
は
何
れ
も
低
い
。
そ
し
て
こ
の
他

は
す
べ
て
第
二
登
、
三
登
と
い
っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
日
本
隊
の
登
頂

し
た
ピ
ー
ク
は
、
数
こ
そ
少
く
と
も
、

ナ
ン
ダ

ｏ
コ
ー
ト
、　
マ
ナ
ス
ル
、
チ
ョ

ゴ
リ
ザ
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
、

ア
ピ
、
ノ

シ
ャ
ッ
ク
と
す
べ
て
初
登
頂
の
記
録
で

あ
り

（
こ
の
中
四
峰
は
七
、五
〇
Ｏ
ｍ
以
上
）

し
か
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
向

っ
た

日
本

隊

は
、
す
べ
て
が
未
踏
峰
を
め
ざ
し
て
い

る
の
と
較

べ
る
と
極
め
て
対
照
的
で
あ

る
。
地
元
に
あ
り
な
が
ら
、
第
二
登
、

第
二
登
に
甘
ん
じ
て
い
る
点
は
日
本
、

イ
ン
ド
の
国
民
性
の
違
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
私
達
か
ら
み
る
と
こ
の
点
は
物

足
ら
な
い
様
な
気
も
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
地
元
イ
ン
ド
で
は
、
こ
う
し
た

ガ
ル
フ
ル
の
六
２
七
、
○
○
Ｏ

ｍ
級
は
、

釧
や
穂
高
の
様
に
既
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
場
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の

か
も
知
れ
な
い
。

来
年
は
一
九
六
〇
年
の
第

一
次
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
に
続
き
、
強
力
な
第
二
次
エ

ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
隊
を
派
遺
す
る
こ
と

が
、
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
功
を

祈

っ
て
や
ま
な
い
。

（三
六
、
八
、

一
五
）

◇
第
二

一
五
回
小
集
会
◇

、
日
時
　
十
月
十
日
（火
）午
後
六
時

、
場
所
　
体
協
会
議
室

、
講
師
　
篠
田
軍
治
氏

、
演
題
　
Ｐ
２９
遠
征
に
つ
い
て

１
１
１
１
‐本

一
０
イ
ン
ド
に

号

目

お
け
る
最
近
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
イ

ズ
ム

０
日
本
の
サ
マ
ヴ

ェ
ル
夫
妻

０
思
い
出
す
こ
と
ど
も

０
高
校
登
山
講
習
会

●
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

・
飯
豊

・
六
甲

●
北
日
高
の
山
旅

◇
会
員
通
信

二
十
年
目
の
秋
田
駒

夏
山
歩
き

ご
あ
い
さ
つ

◇
会
務
報
告

●
東
京
支
部
報
告

◇
図
書
紹
介

●
ペ
ル
ー

・
ア
ン
デ
ス
通
信

一
〇
一
三
一
二
一
五

◇
　
　
　
　
◇

故
ガ
ル
ツ
ェ
ン
の
遺
族
の
た
め
の
募
金
に
ご

協
力
下
さ
い

○九八八六 四一
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先
史
時
代
の
登
山
家

「自
分
み
た
い
な
、
い
わ
ば
先
史
時

代
の
登
山
家
が
、
日
本
に
来
て
諸
君

に
こ
ん
な
歓
待
を
う
け
よ
う
と
は
想

像
も
し
な
か
っ
た
。」

こ
れ
は
サ
マ
ウ
ェ
ル
老
夫
妻
歓
迎
の
山

岳
会
有
志
の
小
さ
な
集
り
で
、
老
が
語

っ
た
こ
と
ば
の
一
節
で
あ
る
。

サ
マ
ウ
ェ
ル
と
い
う
名
を
は
じ
め
て

わ
れ
わ
れ
が
知

っ
た
の
は
一
九
二
三
年

の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
遠
征
の
時
の
こ
と
だ

っ
た
。　
一
九
二
四
年
の
遠
征
で
は
サ
マ

ウ
ェ
ル
は
ノ
ー
ト
ン
と
二
人
で
北
側
の

ル
ー
ト
を
二
八
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
の
高

さ
ま
で
登
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の

当
時
、
ノ
ー
ト
ン
、
マ
ロ
リ
ー
と
共
に

大
事
な
登
頂
隊
員
の
一
人
と
見
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
ぁ
る
。　
一
九
二

四
年
と
い
え
ば
今
か
ら
三
十
七
年
前
の

こ
と
だ
。
山
登
り
の
世
界
の
そ
の
の
ち

の
発
展
か
ら
考
え
れ
ば
、
サ
マ
ウ
ェ
ル

の
い
う
通
り

「歴
史
以
前
」
の
昔
話
に

な
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
ウ
ェ
ッ

タ
ー
ホ
ル
ン
が
ア
ル
プ
ス
の
初
心
者
入

門
の
山
と
な
っ
た
今
日
で
も
、
ァ
ル
フ

レ
ッ
ド

・
ウ
ィ
ル
ス
は
近
代
ア
ル
ピ
ニ

ズ
ム
の
開
祖
で
あ
り
、　
マ
ッ
タ
ホ
ル
ン

日
本

の
サ

マ
ウ

ェ
ル
夫
妻

松

方
　
一二
　
郎

民
の
貧
困
と
惨
め
さ
に
心
を
打
た
れ
、

と
う
と
う
イ
ン
ド
に
そ
の
生
活
を
打
込

む
こ
と
を
決
心
し
、
七
十

を
越

す

ま

で
、
イ
ン
ド
の
伝
道
病
院
の
外
科
医
師

を
し
た
り
、
医
学
校
の
先
生
を
し
て
土

地
の
人
々
の
た
め
に
働
い
て
来
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
年
で
今
度
引

退
し
、
故
国
英
国
に
引
揚
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
そ
の
途
中
日
本
に
よ
っ
た

の
だ
。
サ
マ
ウ
ェ
ル
夫
妻
の
二
人
の
息

子
さ
ん
は
、
二
人
と
も
医
者
で
、
二
人

と
も
イ
ン
ド
に
留
っ
て
、
同
じ
よ
う
な

伝
道
病
院
に
働
い
て
い
る
そ
う
だ
。

ト
ラ
ン
ク

と

こ
う
も
り

私
は
こ
の
前
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ

ブ
の
百
年
晩
餐
会
の
時
彼
の
隣
に
す
わ

っ
た
か
ら
初
対
面
で
は
な
い
が
、
今
度

い
っ
し
ょ
に
山
に
行

っ
て
つ
く
づ
く
見

た
の
だ
が
、
大
男
で
あ
る
。
吉
田
の
刑

部
で
こ
っ
そ
り
靴
の
寸
法
を
測

っ
た
ら

二
十

一
セ
ン
チ
あ

っ
た
。

イ
ン
ド
で
友
人
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ

た
と
い
う
ル
ッ
ク
は
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

と
水
彩
の
絵
具

一
式
を
い
れ
る
と
い
つ

ば
い
に
な
る
く
ら
い
。
つ
ま
り
小
学
校

の
子
供
が
担
ぐ
よ
う
な
も
の
だ
。
だ
か

ら
、
荷
物
は
は
み
出
し
て
フ
ァ
イ
バ
ー

の
少
形
ス
ー
ト
ケ
イ
ス
が
別
に
あ
る
の

で
、
そ
の
ス
ー
ト
ケ
イ
ス
を
担
ぎ
ま
し

よ
う
と
何
度
い
っ
て
も
、
い
や
荷
物
を

担
い
で
も
ら
っ
ち
や
相
い
す
ま
ぬ
と
、

こ
の
七
十

一
の
老
人
は
ど
う
し
て
も
そ

の
ス
イ
ス
・
ル
ー
ト
が
い
か
に
陳
腐
に

な
っ
て
も
、
ウ
ィ
ム
パ
ー
は
山
岳
博
物

館
に
い
け
ば
ど
こ
で
も
護
り
本
尊
に
祭

ら
れ
て
い
る
の
だ
９
こ
れ
は
た
だ
山
の

連
中
が
古
き
も
の
を
尊
重
す
る
と
い
う

こ
と
か
ら
来
て
い
る
の
で
は
な
い
。
山

登
り
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
い
か
に
自
分

達
が
先
人
の
業
績
に
お
う
と
こ
ろ
が
多

く
、
い
か
に
彼
等
の
肩
の
上
に
乗
っ
て

い
る
か
を
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
る
か

ら
な
の
だ
。

サ
マ
ウ
ェ
ル
さ
ん
の
場
合
に
し
て
も

同
じ
こ
と
だ
。
当
人
は
ど
う
考
え
て
い

る
に
し
て
も
、わ
れ
わ
れ
か
ら
す
れ
ば
、

何
と
し
て
も
、
残
り
少
く
な
っ
た
前
期

エ
ヴ
ェ
レ
ス
タ
ー
の
一
人
な
の
で
、
そ

の
訪
日
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
こ
の

上
も
な
く
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
り
、
日

本
の
登
山
界
と
し
て
は
、　
一
つ
の
特
筆

に
値
い
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

サ
マ
ウ
ェ
ル
は
今
年
七
十

一
、
夫
人

は
六
十
二
、　
一
九
二
三
年
以
来
の
イ
ン

ド
在
住
だ
か
ら
、
イ
ン
ド
生
活
は
ほ
と

ん
ど
四
十
年
に
近
い
。
サ
マ
ウ
ェ
ル
の

著
書

「
ア
フ
タ
ー

・
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
」

を
読
ん
だ
人
は
知
っ
て
い
る
だ

ろ
う

が
、
サ
マ
ウ
ェ
ル
は
一
九
二
三
年
の
遠

征
の
時
に
イ
ン
ド
を
歩
い
て
、
そ
の
住

れ
を
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
ス
ー
ト
ケ
イ
ス
を
片
手
に
、
も
う

一

つ
の
手
に
は
ボ
ン
ベ
イ
製
と
い
う
ビ
ー

チ

・
パ
ラ
ソ
ル
ほ
ど
も
あ
る
よ
う
な
大

き
な
傘
を
握

つ
て
い
る
。
そ
ん
な
姿
で
、

最
初
の
日
は
小
海
か
ら
自
樺
尾
根
を
自

駒
の
池
ま
で
の
し
上

っ
た
わ
け
た
。

同
行
は
藤
島
敏
男
と
ぼ
く
。
自
駒
の

小
屋
に
は
交
野
マ
ッ
キ
ン
レ
イ
が
令
嬢

を
伴

っ
て
待

っ
て
い
て
メ
ス
係
り
を
勤

め
る
と
い
う
寸
法
、
浅
間
噴
火
や
美
濃

の
地
震
で
、
荒
れ
含
み
で
あ

っ
た
天
気

も
大
事
に
い
た
ら
ず
、
ま
ず
ま
ず
上
々

の
う
ち
で
あ
っ
た
が
、
何
と
し
て
も
気

に
な
る
の
は
例
の
ス
ー
ト
ケ
イ
ス
だ
。

何
と
か
し
て
あ
れ
を
捲
上
げ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
二
人
と
も
意
見
は
一
致
し
て
い
る

の
だ
が
、
誰
が
ど
う
し
て
猫
の
首
に
鈴

を
つ
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

名
案
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
ね
て
し
ま
っ

た
。二

日
目
は
、
ま
ず
第

一
に
、
す
き
を

見
て
、
ス
ー
ト
ケ
イ
ス
を
手
早
く
ぼ
く

の
背
負
い
子
に
つ
け
る
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
か
ら
が
な
か
な
か
の
ワ
ウ
ワ
ウ
だ
っ

た
が
、
ど
う
や
ら
納
得
し
て
も
ら
っ
て

出
発
。

ニ
ュ
ー
に
登
っ
て
、
そ
れ
か
ら

中
山
峠
、
こ
こ
で
本
峰

へ
縦
走
す
る
交

野

一
行
と
別
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
黒
百
合

平
か
ら
の
ガ
タ
ガ
タ
道
を
渋
へ
。　
一
時

半
と
か
の
バ
ス
に
は
ど
う
や
ら
す
べ
り

こ
ん
だ
が
、
そ
れ
か
ら
茅
野
ま
で
の
下

り
道
に
は
全
く
驚
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

日
本
人
以
外
に
は
あ
の
道
で
自
動
車
を

運
転
で
き
る
も
の
は
あ
る
ま
い
、
と
い

う
の
が
サ
マ
ウ
ェ
ル
老
の
意
見
で
あ
っ

た
。茅
野
か
ら
は
大
月
経
由
で
吉
田
へ
。

藤
島
は
暑
い
東
京

へ
。
急
ぐ
用
が
あ
る

と
は
誰
も
思
わ
ぬ
の
だ
が
、
い
い
出
し

た
以
上

一
歩
も
退
か
ぬ
人
物
故
、
老
夫

妻
と
ぼ
く
と
二
人
で
電
車
で
谷
村
の
谷

を
さ
か
の
ぼ
る
。
果
し
て
う
っ
て
変
る

涼
し
さ
で
あ
る
。

『
凱

風

快

晴
』

三
日
目
の
朝
は
快
晴
、
宿
か
ら
見
上

げ
た
朝
の
富
士
は
、
北
斎
の
赤
富
士
み

た
い
だ
と
、
国
家
で
あ
る
わ
が
賓
客
を

い
た
く
喜
ば
し
た
。
滝
沢

は

ハ
イ

ヤ

ー
、
七
合
の
と
っ
つ
き
ま
で
は
二
人
で

馬
。
万

一
に
備
え
て
刑
部
か
ら
拉
し
来

っ
た
長
島
青
年
は
若
い
か
ら
徒
歩
で
あ

る
。
そ
し
て
夕
方

本

八
合

の

「
ホ
テ

ル
」
に
入
っ
た
。
雲
海
の
た
な
び
く
中

を
甲
州
か
ら
秩
父
に
か
け
て
の
連
山
が

出
た
り
消
え
た
り
し
て
行
く
の
を
ス
ケ

ッ
チ
し
な
が
ら
、
と
う
と
う
真
く
ら
に

な
る
ま
で
食
事
も
と
ら
な
い
。
そ
し
て

小
屋
の
あ
る
じ
の
請
う
に
ま
か
せ
て
マ

ジ
ッ
ク
で
羽
目
板
に
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
北

面
の
図
を
大
き
く
描
い
た
。
ま
る
で
昨

日
見
て
来
た
山
を
か
い
て
で
も
い
る
か

の
よ
う
に
、
よ
ど
み
な
く
描
い
て
い
く

の
は
ま
こ
と
に
美
事
だ
っ
た
。　
一
九
二

(4) ―-2∠∠――
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四
年
の

『
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
』
に
は
彼
の

ス
ケ
ッ
チ
が
幾
つ
も
色
刷
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
だ
。

翌
八
月
廿
二
日
に
は
御
来
迎
を
拝
ん

で
頂
上
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
は
じ
か
ら
は
じ

ま
で
、
そ
し
て
ア
ル
プ
ス
も
、
い
や
と

い
う
ほ
ど
見
て
来
た
老
先

輩

が

八

ツ

だ
、
南
ア
ル
プ
ス
だ
と
い
っ
て
こ
躍
り

し
て
喜
ぶ
の
を
見
て
、
ぼ
く
も
、
こ
こ

ま
で
い
っ
し
よ
に
来
た
甲
斐
が
あ

っ
た

と
思
っ
た
が
、
日
本
を
た
っ
て
か
ら
く

れ
た
手
紙
に
は
、
こ
ん
な
風
に
書
い
て

あ

っ
た
。

「ほ
ん
と
な
ら
、
た
だ
の
旅
行
者
の

旅
に
終

っ
た
日
本
の
滞
在
が
、
お
陰

で
、
ほ
ん
と
う
の
、
そ
し
て
数
々
の

経
験
と
し
て
、
生
涯
の
忘

れ

ら
れ

な
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
は
有
難

か
っ
た
。
中
で
も
富
士
登
山
は
多
種

多
様
な
喜
び
の
連
続

だ

っ
た
。
昨

年
、
私
の
山
の
友
達
の
一
人
は
日
本

に
行
く
の
は
い
い
が
富
士
山
は
よ
せ

日
陰
も
何
も
な
い
、
だ
だ
長
い
、
疲

れ
る
だ
け
の
山
だ
」
と
私
に
い
っ
て

く
れ
た
が
、
あ
る
意
味
で
は
こ
れ
も

当

っ
て
は
い
る
。
し
か
し
刻
々
に
変

っ
て
い
く
景
色
や
、　
一
つ
一
つ
の
小

屋
の
た
た
ず
ま
い
、
山
の
上
で
出
合

う
人
達
、
頂
上
か
ら
の
素
晴
し
い
眺

め
、
…
…
ど
れ
も
こ
れ
も
が
忘
れ
難

い
。
ま
っ
た
く
何
も
の
に
も
変
え
難

い
山
登
り
だ
っ
た
。
…
…
八
ツ
も
楽

し
か
っ
た
。
森
の
中
の
長
い
登
り
下

り
、
そ
し
て
、
同
じ
よ
う
に
山
の
好

き
な
人
達
と

一
緒
の
日
々
は
全
く
楽

し
か
っ
た
。
す
き
や
き
屋
で
の
ア
ル

パ
イ
ン
・
デ
ィ
ナ
ー
も
忘
れ
ら
れ
な

い
…
…
ピ

最
初
に
引
い
た
サ
マ
ウ
ェ
ル
さ
ん
の
言

葉
は
、
そ
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
デ
ィ
ナ
ー

の
時
の
挨
拶
の
言
葉
で
あ
る
。

夫
妻
は
二
十
六
日
に
出
帆
、
ア
メ
リ

カ
経
由
で
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
二
十

六
日
は
火
祭
り
で
、
私
の
う
ち
は
総
出

で
富
士
山
に
登
る
か
ら
見
送
り
は
出
来

な
い
と
い
っ
た
ら
、　
一
家
総
出
は
い
い

な
と
い
っ
て
い
た
。
あ
の
人
達
も
英
国

/北八つ岳中山峠にて、SOmerVell氏 夫妻と松方、藤島、両氏とは渋ヽ
温ヽ泉に下 り、僕と娘は夏沢峠に出て本沢を経て松原に赴 く。    ノ
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の
湖
水
地
方
や
ア
ル
プ
ス
で
は
、
た
ま

に
そ
ん
な
山
登
り
を
や
る
の
で
あ
る
。

英
国
帰
着
は
十
月
廿
六
日
の
由
、
何

故
廿
六
日
な
の
か
、
と
き
い
た
ら
、
廿

八
日
に
は
フ
ェ
ル
。
ア
ン
ド

・
ロ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
の
年
次
晩
餐
会
が
あ
る
か
ら
、

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
老
人
達
の

う
ち
の
あ
る
湖
水
地
方
の
有
名
な
山
岳

会
な
の
で
あ
る
。

数
年
前
に
日
本
に
来
た
サ
ー

・
ロ
バ

ー
ト

・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
急
い
で
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
の
で
、
定
め
し
世
界
化
学

大
会
で
も
あ
る
の
か
と
思
っ
て
聞
い
た

ら
、
こ
の
ノ
ー
ベ
ル
プ
ラ
イ
ザ
ー
は
小

さ
な
声
で

「オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

・
マ

ウ
ン
テ
ニ
ヤ
リ
ン
グ

・
ク
ラ
ブ
の
年
次

晩
餐
会
が
あ
る
か
ら
さ
」
と
い
っ
た
も

の
だ
。
似
た
よ
う
な
人
か
ら
似
た
よ
う
な
こ

と
ば
を
聞
く
も
の
で
あ
る
。

〔追
記
〕

廿
四
日
の
夜
の
集
り
に
は

日
高
、
槙
、
三
田
、
松
田
、
浜
野
、
深

田
、
神
谷
、
藤
島
、
成
瀬
、
交
野
、

島
田
と
私
達
夫
婦
が
出
席
し
た
。
夏

で
あ
り
、
急
の
招
集
で
も
あ

っ
た
の

で
連
絡
も
思
う
に
ま
か
せ
ず
残
念
だ

っ
た
。

三
田
秘
蔵
す
る
と
こ
ろ
の
一
九
二
四

年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
一
六
ミ
リ
を

映
し
た
ら
、
私
は
そ
の
こ
ろ
、
イ
ン

ド
に
い
た
か
ら
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
を

見
る
の
は
初
め
て
だ
と
大
喜
び
、
誰

も
が
一
九
二
四
年
の

『
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
』
か

『
ア
フ
タ
ー

・
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
』
を
持
っ
て
来
て
サ
イ
ン
を
し
て

く
れ
と
い
う
の
で
、
こ
れ
に
も
腰
を

抜
か
さ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
ん
な

本
は
英
国
だ
っ
て
今
じ
や
手
に
入
ら

な
い
の
だ
と
、
昔
し
別
れ
た
子
供
に

め
ぐ
り
あ
っ
た
よ
う
な
感
慨
を
も
ら

し
て
い
た
。

イ
ン
ド
に
長
か
っ
た
だ
け
に
日
本
の

暑
さ
は
苦
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

だ
し
、
食
住
共
に
簡
素
で
好
悪
も
な

く
、
何
に
つ
け
て
も
こ
ち
ら
側
に
手

を
か
け
さ
せ
ま
い
と
い
う
気
持
が
有

難
く
も
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残

る
の
で
あ
る
。

⌒
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拙
著
「
登
山
の
小
史
と
用
具
の
変
遷
」

を
書
い
て
決
し
て
完
璧
だ
と
思
っ
て
は

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
誤
診

多
・ヽき
を
ひ
そ
か
に
お
そ
れ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。
は
た
し
て
、
開
巻
第

一
ペ
ー

ジ
に
し
て
大
変
な
間
違
を
し
て
し
ま
っ

た

『明
治

一
年
、
ア
ー
ネ
ス
ト

・
メ
イ

ソ
ン
、
サ
ト
ウ
両
氏
村
山
口
古
道
よ
り

富
士
登
山
』
こ
れ
だ
け
で
良
か
か
っ
た

の
に

『惟
う
に
こ
れ
が
外
人
と
し
て
富

士
山
に
登

っ
た
最
初
の
人
か
』
と
余
計

な
こ
と
に
つ
い
筆
が
す
べ
っ
て
し
ま
っ

た
の
が
悪
し
く
、其
後
、他
の
人
々
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
大
切
な
年
表
の
如
き
に

も
つ
い
こ
れ
が
引
用
さ
れ
て
誤
り
を
重

ね
て
い
る
ら
し
い
。
こ
う
な
っ
て
は
私

自
身
の
あ
や
ま
り
だ
け
で
は
済
ま
な
い

こ
と
だ
し
且
つ
自
責
に
も
堪
え
ず
、
愛

に
訂
正
の
筆
を
執
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

何
故
こ
ん
な
余
計
な
事
に
筆
が
飛
ん

だ
か
と
言
え
ば
、
サ
ト
ウ
氏
等
が
登
山

し
た
明
治

一
年
と
い
え
ば
未
だ
尊
王
攘

夷
が
天
下
い
た
る
と
こ
ろ
に
残

っ
て
い

て
人
心
騒
然
と
し
て
物
騒
な
時
代
の
こ

と
と
て
外
国
人
が
の
こ
の
こ
と
奇
険
を

求
め
て
呑
気
に
山
登
り
な
ぞ
し
て
い
ら

れ
な
い
か
ら
と
私
自
身
は
そ
う
思

っ
た

の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ん
や
明
治
以
前
に

己
に
外
人
登
山
が
あ
ろ
う
筈
な
し
、
そ

こ
で
つ
い

『
お
そ
ら
く
…
…
』
と
筆
が

飛
躍
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
あ
書
物
を
読
ん
で
く

れ
た
荻
野
和
夫
さ
ん

（会
員
）
が
こ
の

誤
謬
を
発
見
し
て

『万
延
元
年

（
一
八

六
〇
年
）
英
国
公
使
サ
ー
、
ラ
ザ
ー
フ

サ
ー
ル
、
コ
ッ
ク
氏
が
多
勢
を
伴
れ
て

横
浜
か
ら
長
駆
富
士
登
山
を
し
た
』
ま

た

『
サ
ト
ウ
氏
よ
り

一
年
早
く
、
パ
ー

ク
ス
夫
人
が
同
登
山
を
し
て
い
る
』
由

を
、
出
所
を
明
か
に
し
て
指
摘

さ
れ

た
。こ
れ
に
よ
っ
て
　
´
、
私
は

『惟
う
に
、

こ
れ
は
…
…
』
以
下
の
ゆ
き
す
ぎ
を
取

消
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

に
し

て

も
、
た
と
い
間
違
が
あ

っ
て
も
か
く
べ

き
こ
と
は
か
い
て
お
い
て
こ
そ
追
々
と

こ
う
い
う
新
事
実
が
判
明
し
て
く
る
と

ひ
そ
か
に
喜
ん
で
い
る
。
と
は
い
え
、

よ
う
も
外
人
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
巻
で

浪
人
に
よ
り
襲
撃
さ
れ
現
に
生
々
し
い

生
麦
事
件
と
程
遠
く
な
い
時
期
に
富
士

登
山
な
ど
出
来
た
も
の
だ
と
思
う
。
殊

に
パ
ー
ク
ス
夫
人
の
如
き
女
の
身
で
流

石
に
英
人
は
え
ら
か
っ
た
と
感
心
さ
せ

ら
れ
た
。

次
に
＾
山
崎
直
方
先
生
と
大
井
上
義

近
先
生
と
が
、
明
治
三
十
五
年
に
自
馬

岳
登
山
に
、
山
崎
さ
ん
は
ル
ッ
ク
ザ

ッ

ク
と
ピ
ッ
ケ
ル
と
を
使

っ
た
。
此
の
事

実
か
ら
考
え
る
と
、
或
は
登
山
沓
を
も

此
時
己
に
穿
い
て
登
ら
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
Ｖ
荻
野
さ
ん
は
こ
ん
な
事

を
も
教
え
て
く
れ
た
。
私
は
山
崎
さ
ん

が
い
ち
早
く
ル
ッ
ク
ザ
ッ
ク
も
ピ
ツ
ケ

ル
も
共
に
あ
ち
ら
か
ら
携
行
し
て
帰
朝

さ
れ
た
こ
と
は
知

っ
て
い
た
。
さ
れ
ば

こ
そ
三
十
七
年
に
石
川
光
春
氏
が
そ
れ

を
借
り
て
見
本
的
に
造
ら
せ
た
こ
と
を

拙
著
に
か
い
て
お
い
た
。

し
か
し
、
先
生
自
身
が
自
馬
で
使
用

に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
止
ま
り
、
出

典
不
明
の
た
め
書
か
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
三
十
五
年
自
馬
岳
と
は
っ
き
り
し
た

の
は
私
に
と
っ
て
も
大
層
勉
強
に
な
っ

て
う
れ
し
か
っ
た
。

と

ど

も

思 い 出 す

○
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な
お
、
明
治
四
十
年
に
、
＾
辻
村
太

郎
さ
ん
が
七
月
、
燕
岳
に
登
攀
し
此
時

ス
ウ
イ
ス
土
産
と
し
て
父
か
ら
貰

っ
た

ル
ッ
ク
ザ
ッ
ク
と
シ
モ
ン
の
ア
イ
ス
ピ

ッ
ケ
ル
と
を
携
え
て
Ｖ
と
い
う
こ
と
ま

で
、
こ
れ
亦
荻
野
さ
ん
に
よ
っ
て
知
れ

た
。
私
も
念
の
た
め
、
辻
村
さ
ん
の
著

書

「
日
本
の
山
水
」
（３３

ｏ
７
）
を
読
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

解

っ
て
き
た
。

そ
う
す
る
と
推
理
が
あ

る
け

れ
ど

も
、
当
時
ド
イ
ツ
に
留
学
中
の
大
関
久

五
郎
先
生
、
ま
た
大
塚
専
太
郎
先
生
を

も
、
そ
う
し
た
仲
間
に
入
れ
て
考
え
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
は

歴
と
し
た
記
録
が
な
い
。
辻
村
さ
ん
は

此
時
山
に
コ
コ
ア
の
如
き
ハ
イ
カ
ラ
な

飲
料
を
も
携
帯
さ
れ
た
こ
と
が
判

っ

た
。

（註
、　
一
）
参
照

私
が
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
と
い
う
お
菓

子
や
コ
コ
ア
を
初
め
て
知

っ
た
の
は
明

治
四
十
年
で
、
京
都
二
条
寺
町
角
？

に
あ
っ
た
カ
ギ
ャ
？
　
と
い
う
店
で
、

こ
の
店
は
当
時
の
三
高
生
が
よ
く
立
寄

っ
て
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
り
、
き
い
た
り

し
て
西
洋
菓
子
を
喰

っ
た
。
こ
の
店
は

そ
う
し
た
学
生
相
手
の
ハ
イ
カ
ラ
な
店

で
あ
っ
た
か
ら
、
お
そ
ら
く
此
の
少
し

前
か
ら
コ
コ
ア
や
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
が

少
く
と
も
関
西
で
は
や
っ
と
学
生
達
に

喰
わ
れ
出
し
た
初
期
時
代
で
は
な
か
っ

た
か
と
惟
わ
れ
る
。
大
阪
に
は
ま
だ
そ

ん
な
ハ
イ
カ
ラ
な
店
は
一
軒
も
な
か
っ

た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
っ
た
。

大
正
十
二
年
夏
、
村
井
米
子
さ
ん
は

穂
高
、
槍
縦
走
を
し
て
お
ら
れ
る
。
翌

る
年
の
冬
に
も
積
雪
の
穂
高
に
登
山
さ

れ
た
。
筆
は
慎
み
た
い
が
、
い
ず
れ
も

女
性
と
し
て
の
最
初
の
記
録
の
よ
う
に

思
わ
れ
は
し
な
い
か
。

一
九
二
八
年
、
ホ
ル
メ
ン
ｏ
コ
ー
レ

ン
、
ス
キ
ー
大
会
に
選
手
と
し
て
出
場

し
た
麻
生
武
治
氏
並
び
に
竹
節
作
太
両

氏
は
共
に
あ
ち
ら
で
ウ
イ
ン
ド
ヤ
ッ
ケ

を
知
り
、
日
本

へ
持
ち
帰
っ
て
見
本
と

し
て
思
い
思
い
に
つ
く
ら
せ
て
い
る
か

ら
、
ヤ
ッ
ケ
を
ひ
ろ
め
た
そ
の
功
績
は

こ
の
二
人
が
等
分
に
も
つ
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
の
上
に
ヘ
ル
ゼ
ッ
ト
中
尉
の
来

朝
は
そ
の
流
行
に
拍
車
を
か
け
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
よ
り
は
数
年
は
や

く

一
九
二
四
年
頃
、
己
に
東
京
に
あ
っ

た
保
々
近
藤

合
名
会
社

（註
、
二
参

照
）
の
初
輸
入
が
あ
っ
た
と
聞

く

か

ら
、
多
分
こ
れ
が
ャ
ッ
ケ
其
物
の
ら
ん

し
ょ
う
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
関
西

PRIMA
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人
が
こ
れ
を
知

っ
た
の
は
明
ら
か
に
住

友
山
岳
会
の
人
々
、
及
び
辻
谷
幾
蔵
氏

等
が
、
関
温
泉
で
学
習
院
の
人
達
の
を

見
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、
そ
の
形
が
イ

カ
に
酷
似
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
永
ら
く

我
等
の
間
に
イ
カ
の
名
称
で
普
ね
く
知

ら
れ
て
い
た
。

大
島
亮
吉
氏
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

ス
タ
イ
ル
の
一
文
を
登
高
行
に
の
せ
て

以
来
、
と
み
に
パ
イ
プ
姻
草
が
岳
人
の

間
に
重
宝
が
ら
れ
、
別
に
大
し
て
気
取

る
と
い
う
程
で
は
な
か
っ
た
が
舶
来
の

一
本
、
そ
れ
は
ダ
ン
ヒ
ル
か
ス
リ
ー
ビ

ー
か
、
と
に
角
、
そ
の
逸
品
を
ポ
ケ
ッ

ト
に
忍
ば
せ
て
小
休
み
毎
に
そ
れ
を
と

り
出
し
て
ス
パ
ス
パ
吸
う
と
い
う
の
が

常
套
で
あ
っ
た
。
殊
に
お
昼
の
大
体
止

や
夕
食
後
の
一
ぷ
く
は
パ
イ
プ
姻
草
の

醍
醐
味
で
あ
っ
て
特
に
う
ま
く
、
パ
イ

プ
に
関
す
る
文
献
や
ら
随
筆
の
類
は
矢

次
ぎ
早
や
に
出
版
さ
れ
ひ
ろ
く
愛
読
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
も
は
や
時
勢
で
あ
っ

て
、
現
在
で
は
あ
ん
な
う
ま
い
姻
草
も

贅
沢
も
、
と
て
も
望
ん
で
も
出
来
や
し

な
い
。

大
正
十
四
年
二
月
に
、
西
堀
、
桑
原

他
数
名
の
三
高
生
が
積
雪
の
北
岳
、
間

ノ
岳
、
仙
丈
岳

へ
登
攀
し
た
際
、
何
も

か
も
そ
の
時
の
装
備
が
日
本
製
の
も
の

計
り
で
他
の
パ
ー
テ
ィ
ー
と
は
対
照
的

な
の
が
面
白
い
、
と
い
う
よ
う
な
書
き

ぶ
り
を
拙
著
に
示
し
た
け
れ
ど
も
、
そ

う
で
は
な
く
、
あ
ち
ら
の
よ
き
用
具
は

い
ち
早
く
採
用
し
て
此
人
達
は
む
ろ
ん

常
に
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
け
れ

ど
も
、
桑
原
さ
ん
他
二
、
三
の
人
は
和

製
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
も
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

そ
の
前
年
、
今
西
錦
司
さ
ん
、
西
堀

栄
二
郎
さ
ん
ら
が
開
業
し
て
ま
も
な
い

マ
リ
ャ
運
動
具
店

へ
お
み
え

に
な

っ

て
、
折
か
ら
通
関
を
済
ま
せ
て
堂
島
川

を
遡
り
、
渡
辺
橋
の
河
岸
に
つ
い
た
計

り
の
登
山
具
を
ま
だ
水
揚
げ
も
す
ま
し

て
な
い
舟
中
で
、
シ
ュ
タ
イ
グ
ア
イ
ゼ

ン
や
ら
ピ
ッ
ケ
ル
や
ら
を
蟷
紙
に
包
ん

で
あ
る
の
を
ひ
き
出
し
て
取
外
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。

こ
れ
は
今
か
ら
考
え
て
も
感
激
の
一

こ
ま
で
あ
っ
て
、
三
高
の
旅
行
部
と
は

己
に
そ
う
い
う
進
歩
的
な
も
の
で
あ
っ

た
な
れ
ば
こ
そ
、
ぞ
く
ぞ
く
と
今
日
も

な
お
輝
か
し
い
登
山
の
業
績
を
の
こ
す

の
で
あ
る
。

そ
の
頃
、
む
ろ
ん
、
高
価
な
舶
来
品

に
手
を
出
す
人
は
一
部
に
限
ら
れ
て
い

た
か
ら
、
輸
入
す
る
に
も
な
る
べ
く
手

持
ち
品
を
鮮
く
す
る
た
め
に
予
約
を
集

め
て
い
た
。
そ
の
予
約
を
納
入
す
る
た

め
京
大
の
農
学
部
に
行
き
、
郡
場
と
木

原
の
両
先
生
に
、
ラ
ン
タ
ン
、
そ
し
て

コ
ッ
ハ
ー
の
如
き
物
を
お
手

渡

し
し

た
。

で
あ
っ
た
の
は
一
寸
意
外
な
感
じ
を
も

っ
た
。
角
帽
、
金
ボ
タ
ン
、
制
服
の
加

納
さ
ん
を
今
で
は
知
る
人
も
稀
に
な
っ

た
こ
と
と
思
う
。

慶
応
の
山
県
さ
ん
、
安
場
さ
ん
、
い

ず
れ
も
今
は
故
人
。
な
つ
か
し
い
思
い

出
の
人
で
あ
っ
た
。
山
県
さ
ん
が
重
い

鋲
沓
を
抱
え
て
い
そ
い
そ
と
去

っ
て
ゆ

か
れ
る
姿
を
思
う
と
、
夢
の
よ
う
な
拶

な
さ
を
感
ず
る
。

郡
場
先
生
は
や
す
い
と
い
わ
れ
、
木

原
さ
ん
は
高
い
と
言
わ
れ
た
。
ど
ち
ら

に
も
、
私
は
一
寸
面
喰

っ
た
。
今
か
ら

考
え
て
み
る
と
、
郡
場
先
生
は
己
に
教

授
で
あ
り
、
木
原
先
生
は
北
大
か
ら
赴

任
早
々
の
若
手
で
、
多
分
ご
自
分
の
収

入
の
点
か
ら

一
方
は
安
い
、　
一
方
は
高

い
と
お
っ
し
ゃ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
推
察
さ
れ
た
。

ま
た
、
大
正
十

一
、
二
年
頃
、　
マ
リ

ヤ
開
店
ま
も
な
く
、
当
時
北
大
学
生
で

あ
っ
た
加
納

一
郎
さ
ん
を
店
に
お
迎
え

し
て
、
沢
山
な
ス
キ
ー
や
登
山
用
具
を

買

っ
て
頂
い
た
こ
と
が
あ
っ
た

『山
と

ス
キ
ー
』
で
己
に
有
名
で
ぁ
っ
た
加
納

さ
ん
が
案
外
に
も
小
粒
で
顔
色
が
銅
色

安
場
さ
ん
と
は
後
、
槍
ケ
岳

へ
行
を

共
に
し
て
、　
一
夜
テ
ン
ト
で
眠
っ
た
。

そ
の
翌
く
る
目
が
腹
痛
、
そ
の
儘
、
松

本
病
院

へ
担
ぎ
込
ま
れ
て
病
院
で
急
逝

さ
れ
た
。
多
分
盲
腸
の
手
遅
れ
の
た
め

と
思
わ
れ
る
。
か
な
し
き
思
い
出
で
あ

る
。私
は
こ
の
前

『上
高
地
公
園
』
を
こ

の
会
報
に
書
い
て
、
か
わ
り
よ
う
の
甚

し
い
の
に
驚
い
た
。

登
山
用
具
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
テ

ン
ト
の
生
地

一
つ
さ
え
、　
一
本
の
釘
で

さ
え
、
ま
た
ピ
ッ
ケ
ル
の
如
き
も
の
で

さ
え
、
い
た
く
改
善
さ
れ
新
し
い
良
品

が
出
来
て
い
る
。

か
わ
ら
ぬ
も
の
は
山
の
み
だ
、
と
い

い
た
い
が
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
山
も

年
々
か
わ
っ
て
い
る
。
み
ち
が
縦
横
に

つ
い
て
山
は
ひ
ら
け
た
。
穂
高
の
北
尾

根
を
攀
じ
の
ぼ
る
の
に
、
順
番
を
待

っ

て
や
っ
と

一
歩
前
進
と
い
う
有
様
、
い

ま
に
喜
作
新
道
を
縦
走
す
る
の
に
一
組

ず
つ
ク
ジ
を
ひ
い
て
、
数
字
の
示
す
番

号
に
従

っ
て
次
々
と
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
時

期
が
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ

る
。藤
本
さ
ん
が
曾
て
、

「登
山
の
道
義

観
』
に
つ
い
て
書
か
れ
た
が
、
安
全
第

一
の
た
め
と
凄
い
フ
ァ
イ
ト

の
前

に

は
、
そ
ん
な
片
苦
し
い
道
義
の
観
念
な

ど
け
し
飛
ん
で
し
ま
っ
て
、
い
ま
や
岩

を
毀
ち
木
を
倒
し
あ
ぶ
み
を
踏
張
り
、

ふ
い
ご
で
運
ば
れ
て
も
唯
の
ぼ
り
さ
え

す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

か
く
て
老
兵
は
追
々
に
消
え
て
ゆ
く
。

（三
六

・
五

・
二
三
）

（
註
、　
一
）
　

コ
コ
ア
に
つ
い
て
は

「
日
本

の
山

水
」
、　
一
八
〇
頁

に

「
燕
岩

の
花
聞
岩
峰
の
珍
ら

し
い
景
色
を
前

に
し
て
残
雪
を
と
か
し
た
水

に
砂

糖
と
コ
コ
ア
を
混
ぜ
て
飲
ん
だ
」

と
記
さ
れ
て
い

（註
、
三
）
　

名
誉
会
員
　
近
藤
茂
吉
氏
談

「
当
時

ス
イ
ス
、　
チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、　
国
あ
ご
口
げ

，

Ｏ
ｏ
ｏ
か
ら

輸
入
し
た
登
山
用
具

一
揃

の
中

に

ウ
イ

ン
ド
ヤ
ッ
ケ
が
あ
つ
た
。」
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一‐ヽ
‐ヽ
‐ヽ
ニロ一同
校

登

山

講

習

会

全
国
的
な
登
山
技
術
の
向
上
と
登
山

界
の
正
常
な
発
展
を
図
る
た
め
、
と
く

に
次
代
の
日
本
登
山
界
を
に
な
う
高
校

生
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
先
生
の

た
め
に
、
全
国
高
体
運
、
本
会
共
催
で

高
校
登
山
講
習
会
を
開
催
し
た
。

講
習
内
容
は
、
も
っ
と
も
初
歩
的
な

登
山

（夏
山
）
の
基
礎
技
術
訓
練
、
お

よ
び
高
校
生
の
登
山
に
必
要
な
諸
問
題

の
講
義
、
討
論
を
通
じ
て
基
礎
技
術
全

般
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

∧
受
講
者
資
格
∨

Ｉ
　
受
講
者
は
各
府
県
２
名
と
し
、

直
接
高
校
山
岳
部
の
指
導
に
当

っ
て
い

る
教
員
で
各
府
県
高
体
連
会
長
、
登
山

部
長
の
推
薦
す
る
者
と
す
る
。
各
府
県

で
の
選
出
方
法
は
任
意
と
す
る
。

Ｉ
　
年
令
は
な
る
べ
く
３５
才
以
下
の

男
子
教
員
と
す
る
。

∧
装
備
、
食
糧
∨

１
　
共
同
装
備
必
要
な
し

２
　
個
人
装
備
、
夏
山
装
備

（ピ
ッ

ケ
ル
持
参
、
ア
イ
ゼ
ン
、
シ
ュ
ラ
フ
、

岩
登
り
用
具
は
不
要
）

３
　
食
糧

一
般
食
糧
持
参
必
要
な
し

∧
行
動
日
程
∨

八
月
十
七
日

（木
）
富
山
駅
前
集
合

期 場

日所

―
日
本
山
岳
会

・
全
国
高
体
連
主
催
―
…
Ｌ

立
山
周
辺

八
月
十
七
日
々
二
十

一
日

（Ａ
Ｍ
八
、○
○
）―
電
車
、
ケ
ー
ブ
ル
、

バ
ス
で
弥
陀
ケ
原
ま
で
、
立
山
荘
で
開

講
式
（
一
一
、〇
〇
―

一
二
、○
○
）
日
高

会
長
挨
拶
、
昼
食
後
出
発
―
雷
鳥
荘
着

（Ｐ
Ｍ
四
、
三
〇
）

講
習
会
の
主
旨
説
明

（浜
野
チ
ー
フ

リ
ー
ダ
ー
）
、
講
師
紹
介
、
隊
編
成
（Ｐ

Ｍ
七
、○
○
―
九
、○
○
）

八
月
十
八
日

（金
）
起
床
、
朝
食
後

Ａ
、Ｂ
二
隊
に
分
け
て
実
技
、
訓
練
（Ａ

Ｍ
七
、〇
〇
Ｉ
Ｐ
Ｍ
四
、○
○
）
。夕
食
後

講
義
、
懇
談

（六
、〇
〇
―
八
、○
○
）
。

講
師
金
坂

一
郎

（高
校
登
山
の
限
界
）

八
月
十
九
日
（土
）起
床
、
朝
食
、
内

蔵
助
谷
上
部
に
て
実
技
（Ａ
Ｍ
八
、○
○

Ｉ
Ｐ
Ｍ
三
、○
○
）。
夕
食
後
講
義
、
懇

談
（Ｐ
Ｍ
六
、
三
〇
―
八
、三
〇
）

△
講
師
村
木
潤
次
郎

（遭
難
対
策
と
予

防
）八
月
二
十
日
（
日
）起
床
、
朝
食
、
Ａ

Ｂ
二
隊
に
分
れ
て
実
技
、
訓
練

（Ａ
Ｍ

七
、〇
〇
Ｉ
Ｐ
Ｍ
四
、○
○
）
。夕
食
後
講

義
、
懇
談
（Ｐ
Ｍ
六
、〇
〇
―
九
、○
○
）

△
講
師
、
伊
藤
久
行

八
月
二
十

一
日
（月
）起
床
、
朝
食
後

反
省
会
（Ａ
Ｍ
七
、三
〇
―

一
〇
、
三
〇
）

閉
会
式

（Ａ
Ｍ

一
〇
、
三
〇
―

一
二
、○

○
）
挨
拶
　
日
高
会
長
、
講
評
浜
野
チ

ー
フ
リ
ー
ダ
ー
。
終
了
後
解
散
。

∧
隊

編

成
∨

本
　
部

チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
　
　
浜
野
　
正
男

サ
ブ

ｏ
リ
ー
ダ
ー
　
　
片
桐
理

一
郎

サ
ブ

●
リ
ー
ダ
ー
　
　
高
橋
　
　
一進

マ
ネ
ジ
ャ
ー
　
川
上
隆
、
徳
久
球
雄

ド
ク
タ
ー
　
田
村
扇

一
、
長
尾
悌
夫

講
　
師
　
日
高
信
六
郎
、
伊
藤
久
行

（Ａ
グ
ル
ー
プ
担
当
講
師
）

○
金
坂
　
一
郎

相
沢
　
裕
文

（Ａ
ｌ
北
海
道
、
岩
手

宮
城
、
群
馬
）

中
島
　
伊
平

（Ａ
２
埼
玉
、
東
京
、

山
梨
、
静
岡
）

山
野
井
武
夫

（Ａ
３
福
井
、
二
重
、

和
歌
山
、
岡
山
）

高
橋
　
　
進

（Ａ
４
鳥
取
、
山
口
、

香
川
、
高
知
、
佐
賀
）

（Ｂ
グ
ル
ー
プ
担
当
講
師
）

○
村
木
潤
次
郎

村
田
　
　
茂

（Ｂ
ｌ
青
森
、
秋
田
、

栃
木
、
茨
城
、
富
山
）

酒
井
　
敏
明

（Ｂ
２
神
奈
川
、
愛
知

新
潟
、
石
川
）

佐
伯
　
富
男

（Ｂ
３
滋
賀
、
京
都
、

兵
庫
、
大
阪
、
島
根
）

菊
島
　
芳
彦

（徳
島
、
愛
媛
、
福
岡

熊
本
、
鹿
児
島
）

補
助
員

土
肥
明
大
山
岳
部
員
、
井
沢
早
大
山

岳
部
員
、
遠
藤
立
大
山
岳
部
員

富
山
連
絡
員

石
坂
久
忠
、
河
内
　
清

高
体
連
本
部

土
屋
憲
三

（高
体
連
登
山
部
長
）

∧
参
　
加
　
者

∨

北
海
道
、
渡
辺
義
男

（帯
広
三
条
高
）

岩
部
明
（妹
背
牛
高
）
‐
、
青
森
、
鈴
木
一

好

（八
戸
高
）、
秋
田
、
宇
佐
美
晃
一

（横
手
高
）、
岩
手
、
泉
山
雅
男

（岩
手

高
）、
宮
城
、
小
山
秀
哉

（気
仙
沼
高
）

マ
ン

一ア

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

ｏ
飯
豊

六
甲

田
中
　
　
薫

七
月
下
旬
の
十
日
間
、
東
北
の
山
旅

を
し
ま
し
た
。
四
〇
年
め
の
月
山
と
、

飯
豊
山
が
中
心
で
し
た
。

大
学
と
高
校
の
姪
を
お
伴
に
し
た
の

で
す
が
、
老
年
の
体
力
確
認
に
は
手
ご

ろ
な
尺
度
で
し
た
。
飯
豊
は
予
想
以
上

に
氷
蝕
資
料
豊
富
で
し
た
。

そ
れ
に
東
北
の
山
は
花

ｏ
人

・
食
と

も
新
鮮
で
東
京
圏
内
の
山
よ
り
少
く
と

も
三
〇
年
は
若
い
感
じ
で
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。

八
月
は
こ
こ
六
甲
の
山
小
屋
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
が
、
六
甲
山
高
山
植
物

園
か
ら
車
が
迎
え
に
き
た
の
で
行

っ
て

見
た
ら
、
昨
夏
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
採
集

し
て
き
た
極
地
植
物
の
種
子
が
十
数
種

７
′
′

み
ご
と
な
成
育
ぶ
り
で
、
な
か
で
も
タ

ネ
ツ
ケ
バ
ナ
、
ム
シ
ト
リ
ス
ミ
レ
、
チ

ョ
ー
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
の
仲
間
は
大
成
功
、

マ
ン
テ
マ
、
ア
ル
メ
リ
ア

（
ア
ー
ク
テ

イ
カ
）
ビ
オ
ラ
●
ト
リ
カ
ラ
ー
の
類
が

い
ま
開
花
中
で
す
。
現
地
と
開
花
期
を

同
じ
く
す
る
の
も

一
興
。
だ
い
い
ち
旅

の
思
出
を
六
甲
で
く
り
ひ
ろ
げ
る
の
は

こ
れ
に
限
る
よ
う
で
す
。

ス
イ
ス
で
市
販
の
種
子
も
試
し
て
も

ら
っ
た
の
で
す
が
よ
く
育
ち
、
エ
ー
デ

ル
フ
イ
ス
の
如
き
は
一
年
で
大
株
に
な

り
、
来
年
は
量
産
開
花
の
見
込
み
確
実

で
、
ブ
ロ
ー
チ
か
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
仕
立

て
テ
ィ
ロ
ー
ル
土
産
の
お
株
を
う
ば
え

と
た
き
つ
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
園
長
北
村
博
史
君
の

情
熱
と
、栽
培
の
神
様
、六
十
八
才
の
芝

田
音
吉
翁
に
は
帽
子
を
ぬ
ぎ
ま
し
た
。

（三
六
、
八
、
一
三
）―
カ
ッ
ト

・
筆
者
―

7｀たいた乃ズイ
'・
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渡
辺
勝
（宮
城
農
高
）
、
茨
城
、
大
津
八

郎
（笠
間
高
）、
栃
木
、
関
根
利
勝

（日

光
高
）、
津
久
井
隆
夫

（栃
木
高
）、
群

馬
、
宮
内
尭
夫
（利
根
商
高
）
、
根
岸
晃

（渋
川
高
）、
埼
玉
、

（菊
池
ヂ

（浦
和

高
）
、
中
村
滋

（児
玉
高
）
、
東
京
、
真

田
治
彦
（京
北
高
）、
神
奈
川
、
重
田
保

志
（横
浜
市
立
南
高
）
、
山
梨
、
立
川
実

造

（峡
南
高
）
、
富
沢
磐

（韮
崎
高
）
、

静
岡
、
佐
藤
厳

（静
岡
高
）
、
氏
原
毅

（静
岡
市
立
商
高
）
、
新
潟
、
佐
藤
暢
夫

（新
潟
商
高
）
、
岡
重
吉
（柏
崎
高
）
、
富

山
、
尾
井
和
男
（上
市
高
）
、
山
崎
秀
直

（桜
井
高
）、
石
川
、
北
木
邦
彦

（小
松

高
）
、
新
谷
喜
昭

（鶴
来
高
）、
福
井
、

斉
藤
実
（福
井
実
業
高
）
、
愛
知
、
塚
本

敏

（名
古
屋
高
）
、
大
岡
幸
雄

（安
城

高
）、
二
重
、
伊
藤
音
氏

（津
工
高
）
、

高
橋
民
雄
（神
戸
高
）
、
滋
賀
、
大
草
叙

彦
（大
津
商
高
）
、
玉
置
秀
貞

（瀬
田
工

高
）
、
和
歌
山
、
山
本
達
郎

（桐
蔭
高
）

藤
井
淳

（新
宮
高
）
、　
京
都
、
山
中
博

（紫
野
高
）、
大
阪
、
山
本
英
男

（北
陽

高
）、
兵
庫
、
菅
克
己

（神
戸
工
高
）
、

加
藤
正
隆

（兵
庫
高
）
、　
岡
山
、
小
谷

憲
二
（津
山
工
高
）
、
岸
正
二
郎

（瀬
戸

農
高
）
、
島
根
、
長
井
均

（迩
摩
高
）、

鳥
取
、
深
田
騰
之
（米
子
東
高
）
、
小
西

毅

（米
子
南
高
）
、　
山
口
、　
村
田
光
穂

（山
口
高
）
、
香
川
畠
山
祥

一
郎

（飯
山

高
）
、
佐
川
文
夫

（主
基
高
）
、
徳
島
、

北
村
健
二
郎
（城
南
高
）
、
阿
部
健

（鳴

門
高
）
、
愛
媛
、　
加
藤
嘉
重

（新
居
浜

工
高
）
、
清
家

一
明

（吉
田
高
）
、
高
知

村
田
正
徳
（学
芸
附
属
高
）
、
上
田
豊
勝

（丸
ノ
内
高
）
、
福
岡
、
荒
木
薫

（
八
幡

高
）
、
蔵
本
隆

（福
岡
商
高
）
、
佐
賀
、

市
場
利
哉
（佐
賀
高
）
、
熊
本
、
大
川
原

元
善
（熊
本
商
高
）
、
中
田
利
治

（玉
名

農
高
）
、
鹿
児
島
、
山
下
稔

（純
心
女

子
高
）
、

以
上
本
部
お
よ
び
講
師
１８
名
、
補
助

員
５
名
、
高
体
連
本
部
１
名
、
受
講
者

５９
名
、
計
８３
名
。

∧
講
師
感
想
∨

相
沢
　
裕
文

登
山
は
一
人

一
人
異
っ
た
理
想
が
あ

る
も
の
だ
。
高
校
登
山
も
指
導
す
る
先

生
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か
違

っ
た
考
え
が

あ
る
に
違
い
な
い
。
と
く
に
門
外
者
に

は
想
像
も
つ
か
ぬ
障
害
が
あ
る
も
の
と

思
う
。
生
徒
を
登
山
部
と
し
て
い
か
に

指
導
し
や
す
く
ま
と
め
る
か
、
登
山
部

以
外
の
生
徒
を
ど
う
や
っ
て
安
全
に
山

に
引
率
し
、
楽
し
ま
す
か
…
…
。
夜
の

討
論
会
に
聞
く
話
は
山
に
入
る
前
の
準

備
、
入
山
し
て
か
ら
の
問
題
か
ら
い
か

に
も
離
れ
す
ぎ
て
い
た
。

私
は
一
つ
の
提
案
を
し
た
い
。
多
く

の
悩
み
を
解
決
す
る
の
は
、
こ
う
い
っ

た
講
習
会
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
毎

年
夏
開
か
れ
て
い
る
全
国
登
山
大
会
に

今
回
討
議
さ
れ
た
よ
う
な
問
題
を
大
い

に
論
じ
研
究
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の

だ
ろ
う
か
。
今
回
の
討
論
は
、
日
本
山

岳
会
が
タ
ッ
チ
す
る
以
前
の
、
高
校
登

山
指
導
者
間
で
、
も
っ
と
検
討
す
る
間

題
が
非
常
に
多
か
っ
た
。

×

高
校
ス
ポ
ー
ツ
は
、
指
導
す
る
者
が

そ
の
優
劣
の
カ
ギ
を
握

っ
て
い
る
と
も

い
え
る
。
登
山
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

一
番
の
基
盤
と
な
る
た
め
に
先
生
が
も

っ
と
も
っ
と
山
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
大
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
を
育
て
る
よ
う

努
め
ら
れ
る
の
も
よ
い
。
学
校
教
育
の

一
環
と
し
て
の
教
育
者
の
立
場
を
と
る

こ
と
も
よ
か
ろ
う
。
何
れ
に
せ
よ
前
述

の
よ
う
に
指
導
者
個
々
を
高
め
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

×

反
省
会
な
ど
で
本
講
習
会
の
成
果
に

つ
き
、
主
催
者
側
で
も
、
受
講
者
側
で

も
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た

と
の
不
満
の
声
も
聞
か
れ
た
が
、
講
習

内
容
、
方
法
の
改
善
は
も
と
よ
り
必
要

で
あ
る
が
、
受
講
者
の
心
構
え
の
方
が

本
講
習
会
を
益
々
発
展
さ
せ
て
行
く
の

に
大
切
だ
と
思
う
。
私
は
本
講
習
会
が

な
お
今
後
永
く
継
続
さ
れ
ん
こ
と
を
切

望
し
て
や
ま
な
い
。

∧
感
　
想
∨

（連
絡
員
と
し
て
）

富
山
支
部
理
事
石
坂
　
久
忠

１
、
各
県
の
受
講
生
の
登
山
技
術
、
登

山
に
対
す
る
者
え
方
、
研
究
の
方
法
、

生
徒
指
導
の
方
法
に
、
地
域
的
な
隔
差

が
あ
ま
り
に
も
あ
り
、
そ
れ
が
講
師
団

の
意
中
に
困
惑
を
生
ぜ
し
め
た
原
因
が

あ

っ
た
と
思
う
。

２
、
実
技
の
指
導
が
若
干
軟
性
に
過
ぎ

は
し
な
か
っ
た
か
。

３
、
高
校
山
岳
部
の
実
体
の
研
究
不
足

が
目
立
っ
た
と
思
う
。
受
講
生
と
共
に

も
っ
と
研
究
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

４
、
会
場
地
域
の
自
然
科
学
的
な
部
門

（地
学
、
生
物
等
）
に
つ
い
て
も
地
方

の
構
威
者
を
講
師
に
加
え
た
ら
、
そ
の

地
区
の
自
然
に
馴
れ
、
指
導
上
の
参
考

に
な
り
は
し
な
か
っ
た
か
。

５
、
各
県
相
互
の
交
歓
の
機
会
が
少
な

か
っ
た
。
同
じ
山
の
同
志
と
し
て
の
意

味
で
の
交
歓
が
ほ
し
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。

北 日 高 の

山 旅

望 月 達 夫

今
年
は
ぜ
ひ
日
高
の
山
を
ど
こ
か
登

ろ
う
と
い
う
約
束
は
、
深
田
久
弥
氏
が

去
年
の
九
月
渡
道
し
た
と
き
か
ら
結
ば

れ
て
い
た
。
日
高
も
北
の
方
は
大
分
開

け
て
き
た
と
い
う
も
の
の
、
テ
ン
ト
持

参
の
旅
と
な
る
の
で
、
橋
本
誠
二
君
に

た
の
ん
で
北
大
山
岳
部
の
現
役
三
名
の

サ
ポ
ー
ト
を
得
た
。

一
行
は
深
田
氏
、

山
川
勇

一
郎
氏
、
高
沢
光
雄
君
、
橋
本

君
、
そ
れ
に
鈴
木
、
鶴
巻
、
大
山
の
三

君
と
僕
の
八
名
。

八
月
五
日
、
静
内
か
ら
北
海
道
電
力

の
厚
意
で
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
、
奥
新
冠

の
ダ
ム
サ
イ
ト
に
近
い
事
業
所
に
一
泊

六
日
、
早
朝
か
ら
地
下
タ
ビ
に
フ
ラ

ジ
ば
き
で
新
冠
川
を
遡
り
、
夕
刻
幌
尻

岳
直
下
の
七
ッ
沼
の
カ
ー
ル
に
幕
営
、

終
日
数
多
く
の
徒
渉
を
か
さ
ね
、
沢
登

り
を
続
け
た
あ
と
、
数
々
の
高
山
植
物

が
花
を
ひ
ら
い
て
い
た
天
上
の
楽
園
の

よ
う
な
カ
ー
ル
ボ
ー
デ
ン
に
導
か
れ
る

の
は
、
ま
さ
に
日
高
の
山
の
特
長
と
い

え
よ
う
。
天
候
は
キ
リ
シ
ョ
ン
。

七
日
、
早
朝

一
時
晴
れ
た
空
も
間
も

な
く
、
昨
日
の
よ
う
な
霧
雨
。
ス
ケ
ッ

チ
に
過
す
山
川
氏
と

「
カ
ル
カ
」
造
り

の
橋
本
君
ら
を
残
し
、
五
人
で
幌
尻
岳

と
戸
蔦
別
岳
に
登
る
。
展
望
に
は
恵
ま

れ
な
か
っ
た
が
、
日
高
の
最
高
峰
に
登

っ
た
こ
と
を
喜
ぶ
。

八
日
、
天
気
は
好
転
し
な
い
。
沼
の

カ
ー
ル
を
ひ
き
は
ら
い
、
戸
蔦
別
岳
の

頂
近
く
を
ま
い
て
、
戸
蔦
別
川
Ｂ
カ
ー

ル
に
下
る
。
ボ
ー
デ
ン
ま
で
お
り
た
ら

久
々
に
美
生
岳
の
方
が
晴
れ
て
、
初
め

て
山
の
稜
線
に
接
し
た
。
大
体
止
。
戸

蔦
別
川
を
下

っ
て
十
の
沢
の
出
合
に
幕

営
。
広
い
河
原
で
焚
木
も
多
く
雨
も
あ

が
っ
た
の
で
、
お
そ
く
ま
で
火
を
か
こ

ん
で
語
り
合
う
。

九
日
、
ま
た
小
雨
午
後
本
降
り
。
ピ

リ
カ
ペ
タ
ヌ
の
合
流
点
ま
で
き
た
ら
、

徒
渉
と
雨
で
ぐ
っ
し
よ
り
ぬ
れ
た
一
行

は
、
な
ん
と
な
く
足
が
重
く
な
っ
て
飯

場
の
一
隅
を
借
り
て
一
泊
。

十
日
、
久
々
に
青
空
を
見
た
が
日
高

の
主
脈
は
ま
だ
雲
の
な
か
。
途
中
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
を
ひ
ろ
い
八
千
代
か
ら
バ
ス

で
帯
広
に
出
て
六
日
の
旅
を
終

っ
た
。

な
お
時
日
に
余
裕
の
あ
る
深
田
氏
は

サ
ポ
ー
ト
三
名
と
共
に
、
十
勝
二
股
か

ら
ト
ム
ラ
ウ
シ
を
越
え
、
天
人
峡
温
泉

へ
下

っ
て
十
四
日
に
帰
札
し
た
。

（
一
九
六
一
・
八
月
）

×
　
　
　
　
　
×
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石

井

鶴

三

会

員

通

信

二
十
年
目
の
秋
田
駒

横
田
　
敬

一

こ
の
夏
原
田
之
幹
氏
と
植
物
が
多
く

し
か
も
あ
ま
り
人
の
い
な
い
山
を
歩
く

こ
と
を
計
画
し
、
二
十
年
ば
か
り
前
私

が
登
っ
こ
と
が
あ
る
秋
田
駒

を
選

ん

だ
。
当
時
い
が
栗
頭
紅
顔
の
少
年
で
あ

っ
た
私
も
い
ま
は
し
ら
が
の
数
が
気
に

か
か
る
年
と
な
っ
た
。
あ
の
と
き
は
一

人
で
岩
手
と
駒
ケ
岳
と
二
山
か
け
る
元

気
が
あ
っ
た
が
今
回
は
登
り
に
は
若
い

原
田
氏
に
荷
物
を
助
け
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
。

生
保
内
か
ら
バ
ス
で
乳
頭
温
泉
に
は

い
っ
た
。
七
月
の
土
曜
日
に
か
ち
合

っ

た
せ
い
も
あ

っ
て
、
乳
頭
温
泉
中
最
も

大
き
い
ガ
ニ
場
も
湯
治
や
登
山
の
客
で

一
杯
で
予
約
し
て
な
か
っ
た
私
た
ち
は

夜
ま
で
待
た
さ
れ
た
。
ガ
ニ
場
に
は
自

炊
客
用
の
農
家
が
伺
戸
か
あ
り
古
い
も

の
は
百
年
に
も
な
る
と
い
う
。

一
般
の

客
は
事
務
所
の
建
物
に
泊
ま
る
。
裏
手

の
露
天
風
呂
で
．汗
を
流
し
た
が
女
性
が

は
い
っ
て
き
た
の
で
驚
い
た
。
屋
内
の

湯
も
混
浴
で
土
地
の
人
は
慣
れ
っ
こ
な

の
だ
ろ
う
。
そ
の
夜
酒
宴
を
開
く
登
山

客
の
一
団
が
あ
っ
た
り
、
隣
で
マ
ー
ジ

ャ
ン
の
音
が
し
た
り
し
た
の
は
時
勢
で

あ
ろ
う
か
。

（ガ
ニ
場
一泊
、
六
二
〇
円
）

翌
朝
ガ
ス
が
立
ち
こ
め
て
い
た
が
晴

れ
そ
う
な
の
で
出
発
。
ガ
ニ
場
か
ら
す

ぐ
尾
根
に
取
り
つ
く
道
が
や
さ
し
そ
う

な
の
で
登
っ
た
が
、
最
近
伐
採
し
た
ら

し
く
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
た
。
尾
根

は
ブ
ッ
シ
ュ
の
中
を
南
八
幡
平
か
ら
乳

頭
山
に
か
け
道
が
つ
け
ら
れ
番
号
入
り

の
指
導
標
も
完
備
し
て
お
り
、
ぷ
ん
と

木
の
香
が
た
だ
よ
い
快
か
っ
た
。
し
ば

ら
く
行
く
と
田
代
平
の
湿
原
と
な
リ
ガ

ス
の
中
に
幻
の
御
殿
の
よ
う
に
山
小
屋

が
浮
ん
で
い
た
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の

群
落
は
霧
に
点
滅
す
る
電
灯
の
よ
う
に

見
え
た
。
国
立
公
園
な
の
で
植
物
採
集

禁
止
の
制
札
が
い
た
る
所

に
あ

っ
た

が
、
登
山
者
は
よ
く
守

っ
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
た
。

乳
頭
山
か
ら
は
広
い
尾
根
と
な
リ
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
を
交
え
た
は
い
松
帯

が
続

き
、
そ
れ
が
終
る
と
再
び
湿
原
と
な
っ

た
。
行
き
か
ら
登
山
者
は
土
地
の
人
ば

か
り
で
ほ
と
ん
ど
が
団
体
で
あ
っ
た
。

駒
ケ
岳
の
手
前
の
湯
森
山
の
南
斜
面
の

残
雪
か
ら
湯
気
が
立
ち
の
ぼ
り
涼
し
そ

う
で
あ
っ
た
。
少
し
晴
れ
間
が
見
え
た

空
が
こ
の
こ
ろ
か
ら
険
悪
と
な
り
雨
が

ぼ
つ
ぽ
つ
降
っ
て
き
た
。
予
定
で
は
駒

ケ
岳
を
経
て
国
見
温
泉
に
お
り
る
わ
け

だ

っ
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
遠
征
に
い
さ

さ
か
あ
ご
を
出
し
た
私
は
体
力
の
あ
る

う
ち
に
湯
森
山
か
ら
笹
森
山
を
経
て
日

窒
鉱
山
あ
と

（登
山
バ
ス
終
点
）
に
お

り
る
こ
と
に
決
め
た
。
持
参
の
地
図
は

大
正
十
五
年
印
刷

（最
近
の
地
図
は
品

切
れ
で
入
手
で
き
ず
）
で
駒
以
北
の
道

は
全
然
な
く
、
湯
森
山
に
は
指
導
標
も

な
か
っ
た
が
、
は
い
松
の
中
の
踏
み
あ

と
を
た
ど
る
と
道
は
た
ち
ま
ち
ブ

ッ
シ

ュ
に
埋
も
れ
下
半
身
ず
ぶ
濡
れ
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
笹
森
山
に
着
い
て
靴
を

ぬ
い
だ
ら
水
が
ざ
あ
と
流
れ
出
た
。

鉱
山
の
職
員
宿
舎
が
駒
岳
山
荘
に
改

装
さ
れ
ち
ょ
う
ど
開
業
し
た
ば
か
り
だ

っ
た
の
で
早
速
泊
ま
っ
た
が
、
は
じ
め

か
ら
知

っ
て
い
た
ら
こ
こ
を
根
拠
地
と

す
べ
き
で
あ
っ
た
。
山
荘
は
一
三
四
八

メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
る
の
で
駒
ケ
岳

ま
で
登
り
わ
ず
か
に
四
十
分
で
あ
る
。

翌
日
元
気
な
原
田
氏
は
山
頂
の
お
花
畠

を
見
に
登

っ
た
が
、
頂
上
で
偶
然
神
谷

恭
氏
の
一
行
と
一
緒
に
な
っ
た
。

結
局
私
は
二
十
年
目
の
秋
田
駒
に
打

ち
取
ら
れ
頂
上
を
目
の
前
に
し
て
下
山

し
た
の
で
あ
る
。

（
一
九
六

丁

八
、

一
一
）

佐

藤

久

戸

朗

会

務

報

告

九

月

理

事

会

七
日

・
ル
ー
ム

▽
三
田
副
会
長
、
理
事
渡
辺
、
浜
野
、

折
井
、
山
崎
、
川
上
、
金
坂
、
徳
久
、

田
村
、
高
橋
、
中
島
、
田
辺
、
監
事
野

口
、
評
議
員
神
谷
、
技
術
研
究
会
片
桐

▽
議
事
と
報
告

①
高
校
登
山
講
習
会
報
告
　
（片
桐
）

ｏ
場
所
、
立
山
周
辺
。
期
日
、
八
月
十

七
日
―
二
十

一
日
。
参
加
者
五
九
名
。

・
講
義
、
討
論
に
つ
い
て
み
る
と
、
本

会
の
考
え
方
と
、
先
生
方
の
考
え
方
に

く
い
ち
が
い
が
あ

っ
た
。
先
生
側
は
教

育
面
や
責
任
上
の
問
題
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
責
任
云
々
と
し
て
で
な
く
、
処

分
上
の
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
が

ち
だ

っ
た
。
山
登
り
そ
の
も
の
に
つ
い

て
の
関
心
が
う
す
い
よ
う
だ
。
明
年
度

も
こ
の
講
習
会
を
続
け
る
か
は
な
お
検

討
を
要
す
る
。

②
故
ガ
ル
ツ
ェ
ン
の
た
め
の
募
金
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（折
井
）

・
十
月
締
切
り
ま
で
に
七
十
万
円
位
に

な
る
見
込
。
会
員
宛
依
頼
状
は
会
報
に

同
封
し
て
発
送
。

③
上
高
地
山
荘
に
つ
い
て

（折
井
）

・
七
月
上
旬
の
大
雨
に
よ
る
破
損
の
修

理
が
完
了
。
小
屋
番
は
現
在
い
な
い
が

窓
回
は
信
濃
支
部
長
宛
と
す
る
。
厚
生

省
に
許
可
申
請
了
解
を
取
付
け
た
。

④
ク
ラ
ブ

・
ル
ー
ム
と
上
高
地
山
荘
の

募
金
に
つ
い
て
　
　
　
　
（太
田
）

・
募
金
額
五
百
万
円
、
内
訳
、　
α
ク
ラ

ブ

・
ル
ー
ム
移
転
関
係
三
二
〇
万
、
わ

上
高
地
山
荘
関
係
二
八
〇
万
、
募
金
そ

の
他
具
体
的
方
法
は
委
員
会
を
組
織
す

る
。
⑤
中
華
民
国
台
湾
省
山
岳
協
会
訪
日
友

交
登
山
隊
に
つ
い
て
　
　
　
（折
井
）

ｏ
期
日
、
九
月
下
旬
よ
り
十

一
月
上
旬

・
場
所
、
日
本
ア
ル
プ
ス
中
心
。

・
メ
ン
バ
ー
、
蘇
梅
飼
他
十
四
名
、
訪

日
希
望
あ
り
。

⑥
ス
イ
ス
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
登
山
協

会
入
会
に
つ
い
て
　
　
　
　
（折
井
）

・
協
会
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

⑦
京
大
サ
ル
ト
ロ
ｏ
カ
ン
リ
遠
征
計
画

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
（中
島
）

ｏ
明
年
六
月
出
発
予
定
。

ｏ
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
し
て
は
本
年
は
外
貨
の
申

請
締
切
り
を
十
月
十
五
日
と
す
る
。

③
十
月
小
集
会
に
つ
い
て

（中
島
）

・
期
日
、
十
月
十
日

（火
）

・
演
題
、
阪
大
Ｐ
２９
遠
征
の
報
告
、
篠

田
軍
治
氏
に
依
頼
し
た
。　
　
　
　
／
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夏
　
山
　
歩
　
き

越
後
支
部
　
藤
島
　
　
玄

七
月
の
第

一
日
曜
は
飯
豊
連
峰
の
山

開
き
、
越
後
側
四
つ
の
登
山
口
を
順
ぐ

り
ま
わ
り
で
、
今
年
は
実
川
口
、
来
年

は
胎
内
日
、
登
山
施
設
を
整
備
し
て
山

開
キ
Ｏ
Ｋ
と
な
る
。
梅
雨
の
書
れ
間
の

二
日
は
湯
ノ
島
小
屋
か
ら
大
日
嶽
、
御

西
岳
、
飯
豊
本
山

へ
と
、
花
と
雪
に
飾

ら
れ
た
尾
根
歩
き
十
二
時
ｃ
翌
朝
は
大

風
雨
の
中
、
弥
平
四
郎

へ
下

っ
た
。

七
月
二
十
三
日
は
苗
場
山
で
県
国
体

予
選
登
山
。
松
方
二
郎
さ
ん
と
頂
上
の

遊
仙
閣

へ
辿
り
つ
き
、
野
反
湖
か
ら
自

砂
山
経
由
の
武
田
博
士

一
行
と
遭
遇
。

八
月
十
四
日
か
ら
飯
豊
連
峰
集
中
登

山
、
胎
内
口
よ
り
ニ
ツ
峰
、
門
内
岳
の

新
道
を
行
き
、
石
転
ビ
沢
の
大
雪
渓
を

登
る
村
井
米
子
さ
ん
一
行
と
会
合
、
大

雷
雨
の
与
四
太
郎
ノ
池
で
幕
営
。
十
七

日
飯
豊
山
頂
に
別
れ
て
北
股
岳
よ
り
湯

ノ
平
温
泉
小
屋

へ
降
る
。
飯
豊
川
も
胎

内
川
と
同
じ
く
ダ
ム
エ
事
の
車
道
が
奥

深
く
入
り
昔
の
面
影
は
な
い
。

九
月
三
日
、
秋
田
支
部
の
国
体
登
山

会
議
に
、
山
形
、
福
島
支
部
長
の
出
席

が
あ

っ
た
。
帰
途
肘
折
温
泉
に
泊
る
。

待
望
久
し
か
っ
た
月
山
の
東
側
を
さ
ぐ

る
。
肘
折
温
泉
よ
り
念
仏
ガ
原
ま
で
総

て
ブ
ナ
林
の
場
み
道
。
原
は
高
山
植
物

の
お
花
畑
、
清
川
を
渉

っ
て
灌
木
帯
を

抜
け
る
と
安
山
岩
の
露
出
し
た
草
原
が

頂
上
ま
で
続
く
。
林
神
官
と
語
り
、
そ

れ
よ
り
鍛
冶
小
屋
に
泊
る
。

下
山
コ
ー
ス
も
東
面
の
岩
根
沢
口
を

と
る
。
吹
飛
ば
す
よ
う
な
風
も
、
大
雪

代
を
す
ぎ
る
と
薄
ら
ぐ
。
清
川
小
屋
で

一
服
、
鳥
川
を
渡
り
岩
根
沢
三
山
神
社

ま
で
長
い
が
、
そ
の
宏
大
な
建
物
に
は

吃
驚
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
間
沢
駅
ま
で

の
長
い
こ
と
。
登
り
は
十

一
時
間
半
の

緩
歩
。
降
り
は
長
話
で
十

一
時
間
。
こ

の
間
登
山
者
に
一
人
も
会
わ
ぬ
単
独
行

で
あ
る
。
山
形
市
に
入
り
後
藤
恵
治
さ

ん
の
お
世
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

肘
折
温
泉
丸
屋
も
鍛
冶
小
屋
も
登
山

者
に
親
切
で
廉
価
。
道
は
両
方
と
も
申

分
な
く
良
好
、
月
山
東
西
の
全
貌
を
観

る
に
は
両
コ
ー
ス
と
も
絶
好
の
位
置
を

占
め
て
花
も
豊
富
、
気
の
遠
く
な
る
ほ

ど
続
く
ブ
ナ
林
も
美
事
。

馬
鹿
の
一
つ
覚
え
の
よ
う
に
山
伏
が

法
螺
貝
を
吹
い
て
る
写
真
が
代
表
す
る

羽
黒
道
ば
か
り
が
月
山
で
な
い
。
月
山

の
本
質
を
知
る
た
め
に
、
も
っ
と
東
側

の
コ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
る
と
よ
い
。

（三
六
、
九
、　
一
三
）

佐
伯
　
富
男
氏
　
提
供

ご

あ

い

さ

つ

拝
啓
　
時
下
愈
御
多
祥
の
段
御
喜
び

し
ま
す
。

御
心
配
を
御
か
け
し
ま
し
た
ヒ
マ
ラ

ャ
遭
難
も
あ
れ
か
ら
三
ヶ
月
、
皆
様
方

の
御
同
情
の
下
に
事
後
処
理
も
進
み
先

般
合
同
葬
も
滞
り
な
く
相
済
み
有
難
く

存
じ
て
居
り
ま
す
。

ラ
ン
タ
ン
●
リ
ル
ン
初
登
頂
を
し
て

居
り
ま
し
た
ら
元
気
に
喜
び
の
御
挨
拶

に
参
り
ま
し
た
も
の
を
と
初
盆
に
際
し

故
人
を
偲
ん
で
居
り
ま
す
。

故
森
本
隊
長
は
此
度
の
遠
征
に
御
支

援
下
さ
い
ま
し
た
事
心
か
ら
喜
び
遠
征

記
念
品
の
事
も
考
え
て
居
り
ま
し
た
が

此
の
様
な
結
果
と
な
り
ま
し
て
今
更
致

し
方
も
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
委
員
協
議
の
上
で
故

隊
長
、
隊
員
が
撮
影
の
写
真
の
中
か
ら

一
葉
を
選
び
ま
し
て
蚊
に
御
届
け
致
し

ま
す
。
甚
だ
さ
ゝ
や
か
な
記
念
品
と
な
り
ま

し
た
が
亡
き
森
本
隊
長
、
大
島
隊
員
並

に
山
岳
会
員

一
同
の
感
謝
の
意
を
表
し

度
く
存
じ
ま
す
か
ら
御
笑
納
下
さ
い
。

先
は
右
御
礼
迄
　
　
　
　
　
拝
具

昭
和
三
十
六
年
八
月

大
阪
市
立
大
学
山
岳
会

◇
額
縁
入
リ
カ
ラ
ー
写
真
◇

（
撮
影
、
故
　
森
本
嘉

一
）

一
九
六

一
年
四
月
、
（
午
前
中
）
Ｂ
ｏＣ

（
四
、
○
○
Ｏ

ｍ
）

よ
り
見
た
キ
ム
シ
ュ
峯
　
　
（
六
、
八
〇
〇

ｍ
）

人
物
　
　
　
右
　
　
　
藤

　

本

　

　

勇

左

故

大

島

健

司

／
⑨
日
大
、
北
大
ネ
パ
ー
ル
遠
征
に
つ

い
て
、

・
外
貨
申
請
に
つ
い
て
は
、
九
月
九
日

日
高
会
長
、
折
井
、
村
木
と
関
係
者
が

話
し
あ
い
の
上
決
定
す
る
予
定
。

十
月
理
事

・
評
議
員
会五
日
・
ル
ー
ム

▽
日
高
会
長
、
理
事
渡
辺
、
折
井
、
太

田
、
山
崎
、
川
上
、
金
坂
、
村
木
、
本

下
、
田
村
、
高
橋
、
田
辺
、
古
沢
、
評

議
員
藤
島
（敏
）、
交
野
、
須
賀
東
海
支

部
長
、
初
見
、
中
野
、
小
林

（以
上
三

名
北
大
）

・
委
任
、
松
方
、
浜
野
、
日
下
田
、
徳

久
、
松
本
、
小
原
、
神
谷
、
今
西
、
深

田
、
青
木
、
藤
井
、
津
田
、
池
田

▽
議
事
と
報
告

①
山
岳
会
財
政
の
現
況
に
つ
い
て
（太
田
）

・
会
費
未
納
３５
年
度
分
ま
で
三

一
〇
名

（九
月
二
十
九
日
現
在
）

ω
ｏ
■
河
”
畔
貢
ン

　
Ｆ
Ｈｏ
卜
。ｏｏｏ
コ

コ
　

　

　

刈
評
一
　
Ｎ
卜
ωＮ
・ｏ
ｏ
Ｈ
コ

・
支
出
増
に
と
も
な
い
財
政
状
態
は
苦

し
い
。
会
費
値
上
げ
の
必
要
が
あ
る
。

②
ル
ー
ム
・
山
荘
基
金
募
集
に
つ
い
て

（太
田
）

（１
）

ク
ラ
ブ

・
ル
ー
ム
移
転

（第

一

青
山
ビ
ル
合
名
会
社
内
、
総
額
三
二
〇

万
円
三
階
二
〇
坪
。

（２
）

上
高
地
山
荘

（日
本
山
岳
会
山

岳
綜
合
研
究
所
）、
総
額
二
八
〇
万
円
。

・
募
金
総
額
は
五
〇
〇
万
円
。

ｏ
募
金
に
つ
い
て
は
委
員
会
を
つ
く
る

・
こ
の
件
に
つ
い
て
評
議
員
会
を
開
く

③
上
高
地
山
荘
に
つ
い
て

（折
井
）

・
厚
生
省
国
立
公
園
部
に
は
口
頭
で
了

解
を
得
た
。
申
請
は
近
日
中
行
う
。
十

五
名
位
宿
泊
可
能
、
小
屋
番
決
定
次
第

会
員
に
連
絡
す
る
。
開
所
式
は
十
月
下

旬
に
行
う
予
定
。

④
海
外
遠
征
隊
歓
迎
会
に
つ
い
て
（折
井
）

・
十

一
月
下
旬
、
年
次
晩
饗
会
と
か
ね

て
行
う
。

⑤
第
二
次
登
山
技
術
指
導
者
講
習
会
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
（川
上
）

・
場
所
、
西
穂
高
岳

・
期
日
、
昭
和
３７
年
３
月
・８
２
２４
日

・
今
年
度
が
最
終
回
と
な
る
の
で
若
い

講
師
を
集
め
た
い
。

⑥
登
山
技
術
研
究
委
員
会
懇
談
会
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
）

・
十

一
月
初
旬
、
谷
川
岳
付
近
に
て
行

う
予
定
。

⑦
ル
ー
ム
備
付
図
書
の
新
分
類
が
で
き

上

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（折
井
）

。
蔵
書
目
録

（和
洋
書
と
も
）
を
作
成

し
、
会
報
付
録
と
し
て
会
員
に
配
布
す

る
よ
う
企
画
し
て
い
る
。

③
米
国
南
極
隊
長
で
あ

っ
た
フ
イ
ン
・

ロ
ン
氏
が
講
演
旅
行
を
し
て
い
る
の
で

日
本
山
岳
会
と
し
て
日
本
に
来
て
く
れ

る
よ
う
に
米
大
使
館
に
依
頼
、
Ｏ
Ｋ
を

と
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
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／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（木
下
）

⑨
東
京
支
部
１５
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
を

開
催
す
る
　
　
　
　
　
　
　
（折
井
）

・
期
日
、
１０
月
１８
日

・
場
所
、
国
際
文
化
会
館

・
会
費
、
八
〇
〇
円

⑩
静
岡
支
部
に
つ
い
て

　

（金
坂
）

・
後
任
支
部
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
理

事
会
と
し
て
の
態
度
を
決
め
る
必
要
が

あ
る
。

①
東
京
外
語
大
蒙
古
遠
征
に
つ
い
て

（
日
高
会
長
）

・
無
期
延
期
。

⑫
北
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
つ
い
て
（中
野
）

・
当
初
の
目
標
ガ
ン
デ
ェ
ロ
バ
。
ヒ
マ

ー
ル
を
チ
ャ
ム
ラ
ン
峰
に
変
更
。

・
隊
長
　
中
野
征
紀
、
他
隊
員
六
名
。

・
期
間
　
３
月
１７
日
２
６
月
２６
日

◇
秋
田

ｏ
国
体
登
山
◇

第
１６
回
国
民
体
育
大
会

＊
期
日
　
昭
和
３６
年
１０
月
８
日
２
１３
日

＊
会
場
　
十
和
田

。
八
幡
平
国
立
公
園

（駒
ケ
岳

・
乳
頭
山

・
八
幡
平
）

大
会
々
長
に
は
武
田
日
本
山
岳
協
会

会
長
、大
会
副
会
長
に
日
高
本
会
会
長
、

秋
田
県
岳
連
会
長
荒
巻
広
政
氏
が
参
与

副
委
員
長
に
保
坂
隆
司
氏
、
技
術
委
員

長
に
高
橋
定
昌
、
羽
賀
正
太
郎
両
氏
が

決
定
、
本
会
か
ら
後
藤
、
伊
藤
両
支
部

長
ほ
か
会
員
多
数
参
加
し
た
。

登
山
技
術

（全
三
巻
）

本
会
編
集
と
銘
う
っ
て
三
巻
の
登
山

技
術
書
が
発
行
さ
れ
た
。
内
容
は
登
山

の
基
礎
的
事
項
か
ら
、
か
な
り
高
度
な

技
術
の
解
説
に
ま
で
お
よ
ん
で
お
り
、

と
く
に
雪
崩
や
雪
上
技
術
な
ど
、
従
来

の
技
術
書
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
研
究
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。
将
来
海
外
登
山
に

こ
こ
ろ
ざ
そ
う
と
す
る
若
い
人
達
に

一

読
を
す
す
め
た
い
。
編
集
は
近
藤
等
、

金
坂

一
郎
、
山
崎
安
治
の
二
人
が
あ
た

っ
た
。
昭
和
三
十
六
年
自
水
社
発
行
、

各
巻
五
百
円
。

雪
　
と
　
岩

Ｇ

・
レ
ビ
ユ
フ
ア
著

近
　
藤
　
　
等
訳

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
挿
入
し
た
豪
華

な
登
山
技
術
解
説
書
で
あ
る
。
そ
の
写

真
は
、
た
ん
な
る
説
明
的
な
も
の
で
な

く
、
美
し
い
ア
ル
プ
ス
の
ム
ー
ド
を
よ

図書 紹 介

石 井 鶴 三

日
本
山
岳
会
編

く
と
ら
え
、
写
真
集
と
し
て
も

一
頭
地

を
抜
い
て
い
る
。
こ
れ
が
こ
の
本
の
一

つ
の
特
色
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

著
者
レ
ビ
フ
ア
ー
は
、
現
在
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
第

一
級
の
ク
ラ
イ
マ
ー
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
彼

の
持
つ
す
ぐ
れ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
こ
こ

に
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
示
さ
れ
て
い
て

大
変
参
考
に
な
る
。
氷
雪
の
斜
面
に
ス

テ
ッ
プ
を
き
ざ
み
、
岩
を
攀
じ
る
彼
の

姿
は
、
あ
た
か
も
バ
レ
エ
・
ダ
ン
サ
ー

の
よ
う
な
身
の
こ
な
し
を
み
せ
、
バ
ラ

ン
ス
と
リ
ズ
ム
の
極
致
と
い
っ
て
さ
し

つ
か
え
な
い
。
写
真
の
構
成
は
と
く
に

す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
も
の

を
そ
ろ
え
る
の
は
、
恐
ら
く
非
常
な
歳

月
と
苦
心
が
は
ら
わ
れ
た
に
相
違
な
い

要
領
よ
く
ま
と
め
上
げ
ら
れ
て
い
る

解
説
は
、
三
百
枚
を
こ
す
写
真
の
理
解

を
よ
く
助
け
て
お
り
、
人
工
登
攀
に
お

け
る
埋
め
こ
み
ボ
ル
ト
の
濫
用
を
い
ま

し
め
て
い
る
点
な
ど
ま
な
ぶ
べ
き
と
こ

ろ
が
多
い
。
　
　
　
　
（山
崎
安
治
）

昭
和
三
十
六
年
八
月
新
潮
社
刊
、
千

五
百
円
。

知
　
床
　
日
　
記

木
下
輛
三
吉
記
念
会

知
床
、
北
見
の
奥
深
く
ラ
ウ
ス
岳
の

懐
で
、
造
材
業
を
経
営
し
つ
つ
、
半
島

を
訪
れ
る
登
山
者
に
多
大
の
便
宜
を
与

え
ら
れ
た
木
下
さ
ん
（北
大
Ｏ
Ｂ
）
は
、

荒
涼
と
し
た
知
床
の
自
然
に

一
点
ほ
☆
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谷におりつくとプヨプヨとゥェヤンカヨックにかこまれた

大きな氷河の舌端が眼前に迫まり、その前のパンパにアル

パカの群がコケをはんでいました。

3時 20分、広大な南米特有のアパチエタ (峠 )の上に立
ちププヤの山々に別れを告げました。

思えばププヤは案外手強い山々でした。それでも発見し

た六つの未登峰の内、次の四つに登ることができました。

北からカニサヤ (5,750m)カバャニ (5,700m)、 ャナオ

ルコ (5600m)、 ァヵマニ (5700m)。

いずれもすごい山ばかり、ピッケルの先なんかとても受

付けない氷壁、特に最後のアカマニは5350mの AeCか
ら登ったにも拘わらず登頂後 5550mの壁でビバークしま
した。四峰といっても上からみるとあとの二峰はクレスト

に過ぎなかったり、岩のコブといったもので、実質的には

全部登ったと同じでしょう。カミヨン (ト ラック)の来る

日が決っているので、この二つは割愛しました。

最後に私もまた 13日 の午後 4時 45分、ウェヤンカヨッ

ク (5816m)の新ルートによる第二登頂をやりました。氷

河の長い登りで57才の身には少し無理でしたが最後のガン

バリを奮い起して 1957年 ドイツ隊が登ったあとをつぎま

した。隊員もまさかと思っていたほどの登攀をコノヤロー

という意気だけで登って来ました。私としてはこれが最高

記録です。

これからいよいよ一路、東京に向って帰ります。一人の

病人も怪我人も出ず、無事な姿で隊員を親ごさんのもとへ

返すことができるようになり、隊長として本当にホッとし

ています。皆様によろしくお伝え下さい。(8月 15日 三田

副会長あて)

(III)

ご承知と思いますが、ボリビアのアポロバンバは約 1月

以上いました。登った山はペルーのプカイルカ北峰を入れ

ると17座内ビルヘンが 10座 となりました。私もカカワイ

チョ(5450m)の初登頂とウェヤンカヨック (5816m)の新

ルートによる第二登頂をやり、いささか嬉しくなっていま

すが、やはり57才の身には5800m以上は苦しいですね。
それでも皆無事にラパスに着いて山の旅を終り、私の責任

の大半は解消してホッとしましたよ。隊員の家族達もさぞ

喜んでいることと思います。

プカイルカ北峰が山日記によると既登のようになってい

ますので、我々の初登頂というのが東京で問題になってい

るということを高崎治部君からの手紙で知 りましたが、こ

れはクリンチの AAJに出した概念図が誤っていたので、
我々の初登頂は間違いありません。

右が正しい頂序で、中央峰も アンヘレス

今年イタリー隊に登られたので

す。私は帰路にサン・フランシ

スコに寄り、クリンチに会いま

すから彼の地図の間違いを指摘

しておきましょう。

8月 22日 に川崎公使の取計い

でボリビヤの大統領に会見する

5。 800

ク リ ン
6。 000

ゴL
6。 050

中 央
6。 000

南
6。 040

ことができました。背の高い英国型の紳士でした。

大成功でおめでとうなんて言っていましたよ。

23日 、福永代議士と共に公使館のジープで再びペルー領

に入りました。

チチカカ湖畔のコパカバナ附近はまるで瀬戸内海のよう

に美しい景色でした。プノでは原田さんのご厄介になりま

した。

プノからクスコまで約 10時間の汽車の旅は快適でした。

プノ県からクスコ県に入る県境附近にいい山が あ りまし

た。まるで冬の穂高 (岳沢側)の ような山もありました。
クスコでは大村さんと河村さんの厄介になっています。

今日はサクサイフマン (鷲よ羽ばたけという意)その他
のインカの遺跡を大村さんに案内して貰いました。竹田君

達の登ったアウサンガテがよく見えましたよ。氷河の擦痕

のついた大きな岩もありました。

明日はマーチュ・ビッチューに行き、29日 に私だけ先に

飛行機でサルカンタイを機上から見ながらリマに戻る予定

です。

リマでは三菱の塩川さんとゴルフをやるのを楽しみにし

ています。ゴルフと言えば BoCで毎日やっていた他、
5200mの氷原の上でもやりました。 モン・ブランよりも
高い処ですから恐らく世界記録ではないでしようか。と言

っても余り威張れた記録ではありませんがね。

J・ AOCの皆様によろしく。
クスコとはケチュア語で¬暦・或は中心

Lと
言う意味で

す。(8月 25日
｀
折井健一あて)
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ウェヤンカヨックとププ

一橋大学アンデス遠征隊長 吉 沢 一 郎

(I)｀

われわれの旅も長くなり、そろそろ里心がついて来まし

た。東京は今、暑いさかりでしよう。この辺はとても寒い

です。 ドイツ隊が 1957年に初登頂したウエヤンカヨック
(カ ニウマともハイチャ・ クチャともいいます。5816m)の

南壁の直く
゛
下にいるのですが、ここからは5200mの ピコ

イチロウ (仮の名です)と前記の山の右の山(AII筆 とする)

とオッパイ山 (B峰 とする。おっばいみたいでしよう)だ

けしかみえませんc‐

ピコ・イチロウヘ登るとC峰、D峰、

E峰、F峰がみえます。

今日 (10日 )甘利隊が昨日のデポー地からさらに C2へ進

み、明日このトルレ、デ、ボリビアーノ (仮称)と D峰へ

の登攀を試みます。13日 にはここにいる全員で南壁の左か

らウエヤンカヨックに登り、時間があればA峰を片ずけて

来る予定です。

Wよ り先は大体南東に走っています。みな未登峰ですか

ら愉快です。私も出来たらA一っ位は登りたいと思ってい

ます。皆真自な氷河の山ばかり。こんな素晴しい山´々がど

うして今まで残っていたのか不思議ですが、多分、前山に

かくれて遠くからは見えなかったからでしよう。

×

7月 27日 にペルー領内のチョクニャコータのベースから

中島と2人で出かけそして初登頂したカカフイチ ョ (約

5450m)の ことも思い出となりましょうЭ:大 したことはな

かったのですが、 40m6ピ ッチの雪壁の登りは愉快でし
た。その代り氷河の舌端を離れてから暗くなってからはす

っかり疲れて BoCま での長かったこと、漸くの思 いで
BoCについた時はグッタリしてしまいました。
ボリビヤ山岳会と合同しましたが、彼等のダラシがない

のには全く果れました。まず第一にププヤ山群なんて全然

どこにあるのか知らないのです。一緒に来た 2人のクライ

マーだって1人はとに角、

アイスリ`ノジ  
・́
他の 1人は全く問題にな

アンデス通信(3)

一ボ リビヤの山々一
■71レ

Ⅳ   ハ   B  θ

頂 上 |こ雪 か
｀
のつている

D    E     F
/

⌒
′イ | ＼
ヽ /え >>
 ヽ  /
ノ      5θ /δ

m

オ

ッ
パ
イ

山
一

ウ
エ
ヤ
ン
カ

ヨ
ッ
ク

岩 山

八

月

日

イ員中
a力
・
c力σ′θの峠(約 5θθθ″)   察曇
沢/                 章

らずしかも人にいわれな

ければ進んでなにもしな

ぃ。CABはチャヵルタヤ

のスキー場を中心とする

スキー人の社交クラブと

思って差支えないと思い

ます。今後ボリビヤヘ来

θ月十日 ハρacん efaごθ
の岩山よ|リ スケツヽチす (吉

B峰は 8月 8日 、 5時 45分に丸山・中川が登り、9日 午

前 1時にCIへ戻って来ました。F峰は別動隊の中村、中
島、倉知がポーター2人つれて、もう一つ向うの谷へ入っ

ているのでまだ結果はわかりません。みな 5700m級の未
登峰ばかりですがF峰は偵察の上では氷のナイフリッジが
300m続いているすごい山です。登れるかどうかわからな
い位です。C峰はD峰 と続いているらしくローソクみたい

な岩峰で、頂上にちよっぴり雪がのつています。左側の岩

稜には小槍や孫槍が三本突ったっています。それに続く氷

河の面は双眼鏡でみると褐色の岩層でよごれてみえます。

る遠征隊は総てを自主的にやる考えでないと所期の目的を

完遂できないと思って下さい。(8月 10日 三田副会長あて)

(II)

昨14日 、全員元気でこの BCに集合しました。昨日、ウ
ェヤンカヨックの氷崖の下の Cl(5100m)を あとにした
のが東京への帰還第一日となりました。

カバイエヨ(馬)7頭。余った食料 (それも殆んどアロス

(米)だけ)テ ントやザイルを 4頭につみ、私はお馬の背

にゆられながらモレインのガラガラを下りて行きました。
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